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＜策定に当たって＞ 

「訪れたくなるまち、憧れの港区」の実現に向けて 

 

港区は、陸・海・空の交通機関の玄関口から近く、日本のみならず世界から多様な人々が

集う交流の拠点です。寺社仏閣が多く歴史を感じさせる文化財や史跡があり、都心でありな

がら豊かな緑と運河・海辺を有する、多彩な魅力に溢れたまちです。その一方で、多数の企

業や大学、研究機関が集積するビジネスエリアとして、経済活動が活発なまちでもあります。

また、区内には 80 以上の大使館が立地し、様々な国の人が住まい、働いており、国際性豊

かな自治体として全国に知られています。 

区はこのたび平成 30（2018）年度から令和５（2023）年度の「第３次港区観光振興ビジョ

ン」の後期見直しを行いました。この見直しは、令和２（2020）年に世界中に拡大した新型

コロナウイルス感染症の影響を大きく受けています。新型コロナウイルス感染症の感染拡大

は、人々の暮らしを根底から揺るがし、私たちはこれまでにない危機に直面しています。 

かつてない先行きが不透明な状況だからこそ、区は、このビジョンをとおして困難を克服

した先の明るい未来の展望を示し、区民一人ひとりがこれまで以上に大切にされ、多様性を

認め合う社会をめざします。 

区は、区民、民間、全国各地域との連携をより一層強め、住んでいる人も、まちを訪れる

人もみな観光客であるという視点に基づき、港区に住み、働き、学び、訪れる全ての方々の

心を惹きつけ、「いつかは住んでみたい」と思わせるような感動を与える「訪れたくなるま

ち、憧れの港区」の実現に向けて全力を尽くしてまいります。 

本ビジョンの策定に当たり、ご尽力いただきました港区観光振興ビジョン検討委員会の委

員の皆様、貴重なご意見をお寄せいただいた区民の皆様並びに観光客、観光関連施設の皆様

に、厚く御礼申し上げます。 

 

 



目 次 

 

第１章 第３次港区観光振興ビジョン（後期３年）の見直しについて 

１ 世界、日本、東京の観光動向  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.  ２ 

２ 新型コロナウイルス感染症に伴う影響  ・・・・・・・・・・・・・ P．  ６ 

３ 港区を取り巻く状況の変化  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.  ７ 

４ 第３次港区観光振興ビジョン（後期３年）の見直し  ・・・・・・・ P. １０ 

５ 第３次港区観光振興ビジョン（後期３年）の見直しの位置付けと計画期間 P. １１ 

 

第２章 港区の観光に関する現状と課題 

１ 港区の観光に関する現状  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. １４ 

２ 基礎調査から見えてきた課題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ２３ 

３ 第３次港区観光振興ビジョン（前期３年）の取組状況と課題 ・・・・ P. ３２ 

４ みなとタウンフォーラムからの提言（令和２（2020）年３月）  ・・・  P. ３４ 

５ 各地区区民参画組織からの提言（令和２（2020）年３月） ・・・・ P. ３４ 

６ 港区の観光の課題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ３５ 

 

第３章 目標と主な取組 

１ 策定の方針とめざすべき姿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ３８ 

２ 目標設定  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ４０ 

３ 施策の考え方  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ４２ 

４ 施策の体系  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ４４ 

５ 施策に基づく主な取組  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ４６ 

  ６ （参考）シティプロモーションシンボルマーク・・・・・・・・・・・ P. ７０ 

 

第４章 実現に向けた推進体制 

１ 実現に向けた推進体制の概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ７２ 

２ 各主体の役割  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ７３ 

３ 第３次港区観光振興ビジョンの進捗管理の方針  ・・・・・・・・・ P. ７５ 

 

第５章 資料編 

１ 訪日外国人調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. ７８ 

２ 日本人来訪者調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.１１１ 

３ 観光関連施設におけるインバウンド対応状況調査  ・・・・・・・・ P.１４０ 

４ 港区の文化財、美術館・博物館、大使館等 ・・・・・・・・・・・・ P.１５２ 

５ 各地区総合支所の主な観光関連事業   ・・・・・・・・・・・・・ P.１５８ 

６ 目標設定の根拠  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.１６０ 

７ 港区観光振興ビジョン検討委員会 委員名簿  ・・・・・・・・・・ P.１６２ 

８ 港区シティプロモーション推進委員会 委員名簿  ・・・・・・・・ P.１６３ 

９ 検討過程  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.１６４ 

10 港区観光振興ビジョン検討委員会設置要綱  ・・・・・・・・・・・ P.１６５ 

11 港区シティプロモーション推進委員会設置要綱  ・・・・・・・・・  P.１６６ 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 

第３次港区観光振興ビジョンの策定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

©浜松町・芝・大門マーチング委員会

第３次港区観光振興ビジョン（後期３年） 
の見直しについて 
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（１）世界の観光動向 

国連世界観光機関（UNWTO）1によると、平成 30（2018）年の世界全体の国際観光客到着数は前年比５％

成長の 14億人に達しました。同時に、国際観光輸出額も増加し、１兆 7,000 億米ドルに達し、リーマン

ショックが発生した翌年以降、７年間連続商品輸出を上回る成長を遂げ、多くの国々において貿易赤字を

削減しています。 

こうしたことから、観光産業はより多く、より良質な雇用創出を促進し、イノベーションや起業の触媒

としての役割を担い、経済成長及び発展を促すものとして、真の国際的な影響力を持つに至っています。 

 

図表 1：国際観光客到着数及び観光収入 (前年比伸び率%) 

 
出典：「UNWTO Tourism Highlights 2019 Edition 日本語版」（国連世界観光機関） 

 

しかし、令和元（2019）年末に新型コロナウイルスの感染が確認されて以降、世界中に感染が拡大し、

観光分野にも深刻な影響を与えています。 

国連世界観光機関（UNWTO）によると、令和２（2020）年６月の国際観光客到着数は前年同月と比較し

て 93％下落しており、前半期では 65％減少しています。旅行制限の段階的かつ直線的な解除、ワクチン

や治療法に関する利用の可能性、また、旅行者の信頼回復を前提に令和３（2021）年の動向が変わったと

しても、国際観光客到着数が感染前（令和元（2019）年）のレベルに戻るまでに２年半から４年かかると

予測しています。 

このように国境を越えた観光の動向が不透明な状況のなか、国連世界観光機関（UNWTO）では海外観光

より国内観光の方が早く回復すると予測しており、国内観光が新型コロナウイルス感染症のパンデミッ

ク（世界的大流行）による社会的・経済的影響から回復する契機となることを示唆しています。 

 
 
 
 
 

  

                                                   
 
1 World Tourism Organization の略。誰もが参加できる、持続可能な責任ある観光の促進を使命とする国際機関。156 の加盟国及び 6地

域、500 以上の賛助加盟員で構成されている。 

１ 世界、日本、東京の観光動向 
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（２）日本、東京の観光動向 

日本政府観光局（JNTO）によると、令和元（2019）年の訪日外国人旅行者数は 3,188 万人（対前年比 

2.2％増）となり、また東京都によると、令和元（2019）年の訪都外国人旅行者数 1,518 万人と、８年連

続で過去最高を更新しました。 

旅行消費額については、観光庁によると日本全体では 27.9 兆円で、うち訪都外国人旅行消費額は 4.8 

兆円（全体の 17.2％）となっています。 

世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）2によると、令和元（2019）年の日本経済における観光産業の規模

は 3,594 億ドルで、平成 30（2018）年からアメリカ合衆国、中華人民共和国に次いで世界３位となって

います。 

図表 2：訪日・訪都外国人旅行者数及び訪都国内旅行者数の推移) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「訪日・訪都外国人旅行者数及び訪都国内旅行者数の推移」（東京都） 

しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、日本においても水際対策として、外国人の入国

制限が行われ、令和２（2020）年９月１日時点で 159 カ国・地域にまで制限対象は拡大しており、日本へ

の訪日外国人数は４月、５月と対前年度比で▲99.9％の減少率となっています。 

図表 3：訪日外客数の推移（月別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「訪日外客統計の集計・発表」（JNTO）  

                                                   
 
2 World Travel & Tourism Council の略。世界規模で活動する観光関連企業の団体。世界のホテルや航空会社、運輸機関、旅行会社等

ツーリズム産業関連企業で構成されている。 
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新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い観光分野に大きな影響が発生しているなか、令和２（2020）年

７月からの政府の今後１年を目途とした行動計画として、令和２（2020）年７月に「観光ビジョン実現プ

ログラム 2020」が決定されました。 

同プログラムでは、国内外の感染症の状況を十分に見極めつつ、国内旅行とインバウンドの両輪によ

り、観光立国を実現できるよう、本プログラムを政府、民間、地域が一体となって着実に実行していくこ

ととされています。 

図表 4：「観光ビジョン実現プログラム 2020」の概要 

Ⅰ.国内の観光需要の回復と観光関連産業の体質強化 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、観光需要が大幅

に減少し、観光関連産業に深刻な影響が生じている。 

・このため、まずは雇用の維持・事業の継続の支援に注力する

とともに、反転攻勢に転じるための基盤を整備し、感染の

状況等を見極めつつ、強力な国内需要の喚起策を講じ、国

内観光の回復を図る。 

・その上で、国・地域ごとの感染収束を見極め、誘客可能とな

った国等からインバウンドの回復を図る。 

Ⅱ.インバウンド促進に向け引き続き

取り組む施策 

・国内外の感染症の状況を十分に見極

めつつ、インバウンドの再開に備え、

これまで進めてきた受入環境整備や

新たなコンテンツづくりに引き続き

戦略的に取り組む。 

出典：観光立国推進閣僚会議「観光ビジョン実現プログラム 2020」  

 

東京都では、令和２（2020）年 10 月に、知事と幅広い分野の有識者の意見交換を通じて東京の観光振

興に必要な施策等を検討する「東京の観光振興を考える有識者会議」において、新型コロナウイルス感染

症感染拡大により影響を受けた東京の観光産業の復活に向けた観光施策について、３つの基本的な考え

方が示されました。 

図表 5：東京の観光産業の復活に向けた観光施策の基本的な考え方 

 
出典：東京都「東京の観光産業の復活に向けて ～東京都 2020 大会後を見据えた施策の方向性～（令和２（2020）年 10 月）」  
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（３）SDGｓの推進 

持続可能な開発目標（SDGs）は、平成 27（2015）年９月の国連サミットで採択された、令和 12（2030）

年までに持続可能でよりよい世界をめざす国際目標であり、17 のゴール・169 のターゲットから構成さ

れ、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」社会の実現をめざしています。 

SDGs の 17 の目標のうち、目標８（働きがいも経済成長も）、目標 12（つくる責任つかう責任）、目標 17

（パートナーシップで目標を達成しよう）では観光分野への期待が明記されています。 

 

図表 6：SDGs の 17 のゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国際連合広報センターホームページ  
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（１）東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の延期 

新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大を受け、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技

大会（以下、「東京 2020 大会」という。）は当初予定されていた日程の１年後である令和３（2021）年７

月 23 日から８月８日（東京 2020 オリンピック競技大会）、及び令和３（2021）年８月 24 日から９月５日

（東京 2020 パラリンピック競技大会）に開催が延期されることが決定しました。 

 
（２）新しい生活様式、新しい旅のエチケットの公表 

長期間にわたる新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐために、飛沫感染や接触感染、さらには近

距離での会話への対策を、これまで以上に日常生活に定着させ、持続させるべく「新しい生活様式」が厚

生労働省より示されました。 

また、旅行時における感染防止のための基本的な留意事項に加え、旅行の各場面（移動、食事、宿泊、

観光施設、ショッピング）ごとの留意事項を取りまとめた「新しい旅のエチケット」が一般社団法人日本

旅行業協会より公表されました。 

 
図表 7：新しい生活様式、新しい旅のエチケットの概要 

＜新しい生活様式＞              ＜新しい旅のエチケット＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：一般社団法人日本旅行業協会ホームページ 

 

 

 

出典：厚生労働省ホームページ 

２ 新型コロナウイルス感染症に伴う影響 
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（１）JR東日本山手線「高輪ゲートウェイ駅」開業（令和２（2020）年） 

東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）は、JR 品川車両基地跡地（田町駅から約 1.3km、品川駅から約 

0.9km 付近）に、「高輪ゲートウェイ駅」を令和２（2020）年３月 14 日に開業しました。同駅は、「グロ

ーバルゲートウェイ品川」をコンセプトに、東京と世界をつなぐ玄関口となることを目指し、周辺施設の

開発が続いており、令和６（2024）年頃に本格的なまちびらきが予定されています。  

図表 8：JR 東日本「高輪ゲートウェイ駅」 

 

出典：「2020 FACT SHEETS」（東日本旅客鉄道株式会社） 

（２）東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒルズ駅」開業（令和２（2020）年） 

独立行政法人都市再生機構と東京地下鉄株式会社は、東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒルズ駅」を令和２

（2020）年６月６日に開業しました。令和５（2023）年には、隣接する再開発ビルと接続し、最終完成が

予定されています。 

図表 9：東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒルズ駅」付近の最終完成イメージ図 

 
出典：「2020 年６月６日（土）日比谷線虎ノ門ヒルズ駅 開業」（東京メトロ） 

３ 港区を取り巻く状況の変化 
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（３）竹芝エリアの大規模な再開発 

JR 東日本山手線「浜松町駅」の東側に広がる竹芝エリアでは、民間の活力による大規模な再開発が行

われ、ホテル、劇場、オフィスなどが集積しています。現在、歩行者デッキの建設が進んでおり、将来的

には JR 東日本「浜松町駅」からゆりかもめ「竹芝駅」まで結ばれる予定となっています。 

また、竹芝ふ頭から島しょへの定期便等が運航されており、島しょへの玄関口としての役割を担ってい

ます。 

図表 10：竹芝エリア 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京ポートシティ竹芝 

 

 

（４）東京 2020 大会の開催（令和３（2021）年） 

 令和３（2021）年に開催される東京 2020 大会では、お台場海浜公園において、オリンピック競技の「水

泳（マラソンスイミング）」及び「トライアスロン」、パラリンピック競技の「トライアスロン」が実施さ

れる予定です。また、パラリンピック競技の「マラソン」で、港区内を通るコースが検討されています。 

 

図表 11：お台場海浜公園            図表 12：パラリンピックマラソンコース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：東京 2020 大会公式ホームページ 
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（５）リニア中央新幹線開業（品川駅～名古屋駅間）（令和９（2027）年） 

 東海旅客鉄道株式会社（JR 東海）は、港区から大阪市までの約 438km を超電導リニアによって結ぶ新

たな新幹線であるリニア中央新幹線の整備を進めています。品川駅（港区）～名古屋駅間については、令

和９（2027）年の開業をめざして整備計画が作成され、平成 26（2014）年 10 月に全国新幹線鉄道整備法

に基づく「工事実施計画」の認可を経て、現在、建設段階に移っています。 

 

図表 13：リニア中央新幹線のイメージ 

 

出典：「中央新幹線品川・名古屋間事業説明会（港区）資料」（東海旅客鉄道株式会社） 
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観光の経済効果は、宿泊業、旅行業以外にも、飲食業、小売業など幅広い産業へ波及するため、港区の

成長の原動力となることが期待されます。また、観光は、経済効果だけではなく、国際交流、文化芸術振

興、地域活性化、まちづくり、環境保全など多くの分野と関わりを持っています。  

港区では、平成 30（2018）年３月に「訪れたくなるまち、憧れの港区～人、まち、文化の交流を生み

出す、価値ある都市観光の創造～」をめざすべき姿に掲げ、「第３次港区観光振興ビジョン」を策定し、

５つの施策を計画の柱に据え、平成 30（2018）年度から令和２（2020）年度を前期計画期間として観光

振興に取り組んできました。  

これらの取組の成果を判断する指標のひとつとして、後述の第２章で示すとおり、令和元（2019）年度

に実施した港区観光動態基礎調査では、港区来訪の満足度は計画策定時より上昇しているという結果が

示されました。その一方で、同調査結果において、引き続き取り組むべき課題も明らかになりました。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の生活を取り巻く状況は一変し、入国制限に伴う

航空便の減便や外出自粛等の影響を受け、観光客は大幅に減少しました。大きく変化する観光動態を的確

に捉え、観光需要の回復に向けた効果的な取組を推進していく必要があります。同時に新型コロナウイル

ス感染症の影響により、厳しい状況にある観光関連産業について、一般社団法人港区観光協会と協力し、

事業者の声を聞きながら支援について検討していきます。 

そこで、後期計画期間（令和３（2021）年度から令和５（2023）年度）を迎えるにあたり、港区の観光

を取り巻く環境変化を踏まえながら、「第３次港区観光振興ビジョン」の後期３年の見直しを行うことと

しました。 

図表 14：第３次港区観光振興ビジョン後期計画策定のイメージ 

 

 

 

  

４ 第３次港区観光振興ビジョン（後期３年）の見直し 
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（１）位置付け 

第３次港区観光振興ビジョンは、港区基本計画の実現に向けて、各分野の計画（「港区産業振興プラン」、

「港区国際化推進プラン」、「港区文化芸術振興プラン」等）と連携を図ります。 

 

図表 15：第３次港区観光振興ビジョンの位置付け 

 

 

（２）計画期間 

 第３次港区観光振興ビジョンの後期計画期間を令和３（2021）年度～令和５（2023）年度とし、観光需

要回復の過渡期の計画と位置づけ、新しい生活様式等を踏まえた観光施策を打ち出します。 

その後、第４次港区観光振興ビジョンはアフターコロナへの転換期の計画として３年計画とし、続く第

５次港区観光振興ビジョンは、６年計画である港区基本計画及び港区産業振興プランの策定時期と合わ

せて６年計画とすることで、庁内関係部署との連携を強化し、より効果的で実効性の高いビジョンの構築

をめざします。 

図表 16：第３次港区観光振興ビジョンの計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 第３次港区観光振興ビジョン（後期３年）の見直しの位置付けと計画期間 
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第２章 

港区の観光に関する現状と課題 
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（１）人口 

① 人口の推移 

住民基本台帳によると、港区の人口は、平成８（1996）年に 15 万人を割って以降、大規模集合住宅の

供給などにより増加傾向にあります。平成 29（2017）年２月 15 日には、昭和 38（1963）年以来、54 年

ぶりに 25万人を回復し、令和２（2020）年１月１日時点では 26万人強となっています。 

図表 17：港区の人口の推移 

 
出典：「住民基本台帳」（港区）を基に、各年１月１日の数値を掲載 

② 昼間人口、夜間人口及び昼夜間人口比率 

国勢調査によると、港区の昼間人口は約 94 万人に達し、東京都内で最も多く、全国でも 14 番目に多

くなっています。また、昼夜間人口比率は、千代田区、中央区に次いで３番目の約 387%となっています。 

図表 18：昼間人口、夜間人口及び昼夜間人口比率の推移 

 

出典：「国勢調査」（総務省） 

図表 19：昼間人口の比較（上位 10 位＋港区） 図表 20：昼夜間人口比率の比較（上位 10 位） 

   
出典：「平成 27 年国勢調査」（総務省）を基に、政令指定都市及び東京都の区市町村で比較 
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③ 外国人住民数 

 港区には多くの外国人が居住しており、外国人住民数は２万人前後で推移しています。総人口に占め

る外国人の割合は、約８％となっています。 

 

図表 21：外国人住民数の推移 

 
出典：平成 24 年以前は「外国人登録原票」、平成 25 年以降は「住民基本台帳」を基に、各年 1月 31 日の数値を掲載 

 

 港区の外国人住民数を国籍別にみると、中国が 4,310 人（21%）と最も多く、次いで韓国及び朝鮮 3,537

人（17%）、米国 3,147 人（15%）となっています。 

図表 22：外国人住民の国籍 

 

出典：「住民基本台帳」を基に、令和２年 1 月 31 日の数値を掲載 
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（２）宿泊施設 

① 宿泊施設数及び客室数の推移 

 港区内の宿泊施設数及び客室数は、平成 24（2012）年以降増加を続けており、客室数 28,579 室は東京

都全体 175,273 室の 16％を占め、都内で最も多くなっています（令和元（2019）年３月 31 日現在）。 

 

図表 23：港区内の宿泊施設数及び客室数の推移     図表 24：都心４区の客室数 

  

   出典：「年報（福祉・衛生行政統計）」（東京都）を基に作成 

 

② 延べ宿泊者数の推移 

港区内の延べ宿泊者数3は、各月とも概ね、前年よりも増加傾向で推移していましたが、新型コロナウ

イルス感染症が拡大した令和２（2020）年２月以降は大幅な落ち込みが見られます。 

また、外国人の割合は新型コロナウイルス感染症拡大以前までは、４割から５割程度で推移していま

す。 

 

図表 25：延べ宿泊者数の推移 

 

出典：「宿泊旅行統計調査」（観光庁）を基に作成 

 

  

                                                   
 
3 各日の全宿泊者数を足し合わせた数。 
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③ 実宿泊者数の推移 

港区内の実宿泊者数4は、延べ宿泊者数と同様、各月とも概ね、前年よりも増加傾向で推移していまし

たが、新型コロナウイルス感染症が拡大した令和２（2020）年２月以降は大幅な落ち込みが見られます。 

また、外国人の割合は３割から４割程度で推移しており、新型コロナウイルス感染症拡大以前までは、

やや増加傾向にあります。 

図表 26：実宿泊者数の推移 

 

出典：「宿泊旅行統計調査」（観光庁）を基に作成 

 

④ 平均宿泊数の推移 

港区内の平均宿泊数（延べ宿泊者数÷実宿泊者数）は、日本人が 1.4 日前後、外国人が２日強程度で推

移しており、日本人と比べて外国人の方が長く滞在する傾向にあります。 

 

図表 27：平均宿泊数の推移 

 
出典：「宿泊旅行統計調査」（観光庁）を基に作成 

  

                                                   
 
4 宿泊手続きをした人数。 
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⑤ 宿泊業、飲食サービス業の売上の推移 

港区内の宿泊業、飲食サービス業の売上は、平成 25（2013）年が 4,613 億円、平成 27（2015）年が 5,898

億円であり、東京都内で最も大きな規模を誇ります。また、全国の政令指定都市と港区を比較した場合、

平成 27（2015）年で、大阪市、名古屋市、横浜市に次ぐ４番目の規模を誇ります。前述のとおり、港区

には東京都内で最も多くの宿泊施設及び客室があることや、都内で最大の昼間人口を有するなど、多く

の人々が港区を訪れることから、東京都内や全国と比較して宿泊業、飲食サービス業の売上規模が大き

くなっています。 

図表 28：港区内の宿泊業、飲食サービス業の売上（平成 25 年・平成 27 年） 

【平成 26年経済センサス-基礎調査】  【平成 28 年経済センサス-活動調査】 

  
出典：「経済センサス（平成 26 年・平成 28 年）」（総務省・経済産業省）を基に作成 

図表 29：宿泊業、飲食サービス業の売上比較（平成 27 年） 

  【東京都内の比較（上位 10 位まで）】 【全国主要都市との比較（上位 15位まで）】 

  
出典：「経済センサス（平成 28 年）」（総務省・経済産業省）を基に作成 
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（３）観光資源 

① 観光スポット 

港区には、台場、六本木、汐留、麻布十番といった人気のスポットや、青山、麻布、赤坂、高輪、芝浦

といった個性豊かな街並み、国際的に知名度の高い歴史的・文化的資源や美術館、人情味あふれる商店街

等、魅力あふれる観光スポットが集積しています。 

しかし、東京都の「平成 31 年・令和元（2019）年 国・地域別外国人旅行者行動特性調査報告書」によ

ると、訪都外国人旅行者が多く訪れた場所は、新宿・大久保、銀座、浅草、渋谷、秋葉原の順となってお

り、港区内は８位に原宿・表参道・青山、９位にお台場・東京湾、10 位に六本木・赤坂が続くものの、

上位との差が大きいことが分かります。 
 

  図表 30：外国人観光客の港区内訪問場所     図表 31：訪都外国人旅行者の東京都内訪問場所  

               

出典：「港区観光動態基礎調査（外国人来訪者調査）」（港区） 

 

② 文化財 

港区内の文化財は、国指定が 217 件、東京都指定が 37件、 

港区指定が 135 件となっています。 

 

 

 

 

 

③ 美術館・博物館等 

 港区内には、主要なもので、美術館・博物館等が 35施設あります。 

 

  

出典：「平成 31 年・令和元年 国・地域別外国人旅行者

行動特性調査告書」（東京都） 

（増上寺と東京タワー） 
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④ 大使館等 

港区には、85の大使館等が所在し、全国で最も多くの大使館等 

が集まっています。 

 

 

 

 

 

 
 
⑤ 主要民間放送テレビ局 

港区には、主要民間放送テレビ局５局の本社が全て所在しており、情報発信基地として、全国及び世界

とつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 新幹線、羽田空港、東京港等の交通ネットワーク 

港区は、新幹線が発着する品川駅をはじめ、羽田空港と都心を結ぶモノレール等の駅や、竹芝桟橋・日

の出桟橋の航路ターミナルなど、様々な交通網により全国及び世界と結ばれる玄関口、結節点としての

機能を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

（東京モノレール） 
（出典：東京モノレールホームページ） 

TBS 本社ビル 
（赤坂） 

 
（羽田空港国際線ターミナル） 

（出典：東京モノレールホームページ） 

 
（駐日オランダ王国大使館（芝公園）） 

 
 

（竹芝客船ターミナル） 
（出典：東京港客船ターミナルホームページ） 

 
 

（JR 品川駅 新幹線のりば（南口）） 

日本テレビ本社ビル 
（汐留） 

テレビ朝日本社ビル 
（六本木） 

テレビ東京本社ビル 
（六本木） 

フジテレビ本社ビル 
（台場） 
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（４）異なる魅力を持つ５つの地区 

港区には、芝、麻布、赤坂、高輪、芝浦港南の５つの異なる 

魅力を持つ地区があります。また、各地区には総合支所が置か 

れ、それぞれの地区版計画書を策定し、独自性のある事業を展 

開しています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人と地域がつながり心躍る未来をつくるまち「芝」 
 
 芝地区は、江戸時代に東海道が整備されたことから発展し、今でも交通の要衝です。多くの駅と

鉄道網を有しており、商業地、飲食店街、ビジネス街としてにぎわいを見せています。大通りの裏

には古くからの街並みも残り、東京タワーや増上寺などの観光名所、芝公園や旧芝離宮恩賜庭園な

どの豊かな緑、海の玄関口である竹芝ふ頭もあります。竹芝や虎ノ門では大規模開発による新しい

まちづくりが進められています。 

誰もが主役になれる参画と協働のまち 

～未来につなぐニューノーマルを創造する〝ＡＺＡＢＵ〟～  
 麻布地区は、高台や低地など起伏に富んだ坂の多いまちで、国立新美術館をはじめ、歴史と文化、

芸術資源が豊富です。区内にある大使館の半数以上が麻布地区にあり、外資系企業が集まる国際都

市の一面を持っています。また、閑静な住宅街、地域に密着した工場や商業、繁華街など、多様な

顔を持っています。 

 

・芝 de Meet The Art 
～アートに親しむまち、芝～ 

・芝 歴史・文化・交流アカデミー 
～見る・歩く・学ぶ「芝」～ 

・Arc Island  竹芝 

・地域情報の発信 

主な観光関連事業 

 

・麻布未来写真館 

～次世代へつなぐ麻布の記憶～ 

・地域情報の発信 

 

主な観光関連事業 
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だれもが地域に関心をもち共存しているまち 赤坂・青山 
 
 赤坂地区は、古い歴史、伝統・文化に彩られたまちです。江戸時代に武家屋敷町としての整備が

始まり、江戸城の外堀だった溜池が明治中頃に埋め立てられ、赤坂周辺は黒塀の料亭などが建ち並

ぶ華やかな界隈となりました。区内では標高が高いエリアで、今も山の手の屋敷町の風情を残して

います。 

・赤坂親善大使 魅力発信プロジェクト 

・赤坂・青山 魅力“知伝活”事業 

・赤坂・青山イメージソング「MY 

HOME TOWN」の活用 

・連携自治体とのつながりを生か

した魅力発信 

・地域情報の発信 

主な観光関連事業 

緑・歴史・人を育む、安全なまち 
 

高輪地区は、武蔵野の貴重な自然が息づき、赤穂義士で有名な泉岳寺など歴史的な街並みが残っ

ています。戸建住宅が多く、５地区の中で人口が最も多い地区です。およそ半世紀ぶりの新駅「高

輪ゲートウェイ駅」が開業したほか、リニア中央新幹線「品川駅」開業が計画されるなど、更なる

飛躍と可能性を持ったエリアです。 

・私が語る高輪今昔物語 

・歩いて楽しめる地域の魅力 

発見・共有・発信 

・地域情報の発信 

主な観光関連事業 

誰もが輝くことができる創造力と潤いのあるまち・港区ベイエリア 
 

 芝浦港南地区は、その大半が明治期以降の埋立てによりできた若いまちです。大規模マンション

の建設などにより、人口の増加が予測されています。レインボーブリッジの近くには、東京 2020 大

会会場となるお台場海浜公園があり、国内のみならず世界からも注目が集まる地域となっていま

す。 

 

・みなとパーク芝浦ふれあい交

流事業 

・伝統文化交流館の運営 

・お台場ふるさとの海づくり 

・地域情報の発信 

主な観光関連事業 
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令和元（2019）年度に実施した「港区観光動態基礎調査」5の結果から、日本人観光客及び外国人観光

客に関して、次のような結果が分かりました。 

 

（１）日本人観光客 

① 港区観光の満足度 

全体では、「大変満足」「満足」「やや満足」を合わせた割合は 71.2％と７割を超えており、年代別では

「30歳代」「70歳代以上」、宿泊・日帰り別では「宿泊」の満足度が高くなっています。 

 

図表 32：港区観光の満足度（年代別、宿泊・日帰り別） 

 

                                 出典：「港区観光動態基礎調査（日本人来訪者調査）」（港区） 
 
  

                                                   
 
5 第３次港区観光振興ビジョン後期計画策定の基礎資料として、令和元年度に港区産業・地域振興支援部観光政策担当が実施した調査。 

２ 基礎調査から見えてきた課題 
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また、主目的別の満足度をみると、「遊園地・テーマパーク」（92.1％）が９割を超えて最も高く、次い

で「庭園」（90.0％）、「美術館・博物館鑑賞」（86.8％）と続いています。 

 

図表 33：港区観光の満足度（主目的別）  

 

出典：「港区観光動態基礎調査（日本人来訪者調査）」（港区） 
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② 案内表示の内容 

案内表示の内容について、「数量」は５割近くの観光客が満足するに留まっています。 

 

図表 34：案内表示の内容（数量） 

 

  
出典：「港区観光動態基礎調査（日本人来訪者調査）」（港区） 
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 また、案内表示の内容について、「わかりやすさ」も４割を超える観光客が満足するに留まっています。 

 

図表 35：案内表示の内容（わかりやすさ） 

 

出典：「港区観光動態基礎調査（日本人来訪者調査）」（港区） 
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（２）外国人観光客 

① 港区観光の満足度 

全体では、「大変満足」「満足」「やや満足」を合わせた割合は 94.2％となり、日本人観光客と比べて、

満足度が高いことが分かります。居住地別にみると、「台湾」（96.5％）が最も高く、次いで、「ヨーロッ

パ」と「オーストラリア」が 95.7％、「米国・カナダ」（95.5％）の順となっている一方、「韓国」では、

78.3％に留まっています。 
 

図表 36：港区観光の満足度（居住地別） 

 

 
出典：「港区観光動態基礎調査（外国人来訪者調査）」（港区） 

  



 

28 

 

 

また、主目的別の満足度をみると、上位 10 項目で相関をみたところ、いずれも高い満足度となってい

ます。「大変満足」は「日本の歴史・伝統文化体験」（57.1％）が６割近く、「日本のポップカルチャーを

楽しむ（ファッション・アニメ等）」（56.3％）、「日本の日常生活体験」（54.7％）が５割半ばとなってい

ます。 

図表 37：港区観光の満足度（主目的別） 

 
出典：「港区観光動態基礎調査（外国人来訪者調査）」（港区） 
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② 観光案内所、無料 Wi-Fi などの通信環境等 

外国人観光客の「食事」から「ホスピタリティ」までの 10項目の満足度をみると、「大変満足」「満足」

「やや満足」を合わせた割合は、「食事」（86.8％）が最も割合が高く、次いで、「安心、安全な滞在」（86.4％）、

「交通機関」（83.8％）と続いています、 

「観光案内所」（62.1％）は６割を超えるに留まっています。 

 

図表 38：項目別満足度 

 
出典：「港区観光動態基礎調査（外国人来訪者調査）」（港区） 
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③ 外国人来訪時のトラブル 

区内の観光関連施設からみた外国人来訪時のトラブルとして、「困ったこと、トラブルはほとんどない」

（23.0％）が２割を超えるが、「言葉の問題」（54.0％）が５割半ばと最も高くなっています。次いで、「マ

ナー、習慣の違いによるトラブル」（21.8％）、「予約のキャンセル(無連絡含む)」（17.1％）となっていま

す。施設種別にみると、観光・文化関連施設を除くすべての種別で「言葉の問題」が５割を超えています。 

図表 39：外国人来訪時のトラブル（全体）  

 

出典：「港区観光動態基礎調査（観光関連施設におけるインバウンド対応状況調査）」（港区） 
 

図表 40：外国人来訪時のトラブル（施設種別）  

 
出典：「港区観光動態基礎調査（観光関連施設におけるインバウンド対応状況調査）」（港区） 
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④ 外国人受入時の懸念事項 

区内の観光関連施設からみた外国人観光客受入時の懸念事項として、「言葉の問題」（63.1％）が最も高

く、次いで「マナーの問題で日本人のお客様に影響がないかが心配」（27.4％）、「キャンセルした際の注

意事項等の説明・徹底が難しい」（25.8％）となっています。 

施設種別にみると、すべての種別で「言葉の問題」の割合が高くなっています。宿泊施設では、「キャ

ンセルした際の注意事項等の説明・徹底が難しい｣（45.7％）、観光・文化関連施設では「マナーの問題で

日本人のお客様に影響がないかが心配」（40.7％）、「多言語対応に費用がかかる」（35.2％）が他の種別よ

り高くなっています。 

図表 41：外国人受入時の懸念事項（全体）  

 
出典：「港区観光動態基礎調査（観光関連施設におけるインバウンド対応状況調査）」（港区） 

 

図表 42：外国人受入時の懸念事項（施設別） 

 
出典：「港区観光動態基礎調査（観光関連施設におけるインバウンド対応状況調査）」（港区） 
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港区では、平成 30（2018）年３月に「第３次港区観光振興ビジョン」を策定し、「訪れたくなるまち、

憧れの港区」の実現に向けて、計画事業を着実に実施してきました。前期３年においては、各施策に紐づ

く全 90 の取組の進捗は、88 の取組（97.7％）で取組の進捗が予定どおり、または予定より進んでいる状

況となっています。 

 

図表 43：「第３次港区観光振興ビジョン」の主な取組と課題 

施策 主な取組 課題 

１ 

戦略的なプ

ロモーショ

ンの推進 

(１)観光情報の収集・管理と発信手段の構築 

・ワールドプロモーション映像の作成・配信 

・シティプロモーションシンボルマークの活用 

 

 

 

 

 

 

 

(２)観光客の視点に立った情報発信の充実、強化 

・「とっておきの港区」の客室配置室数の増室 

・観光情報誌の作成（一般社団法人港区観光協会の事業） 

 

 

 

 

 

 

・公共施設等を活用し

たシティプロモーシ

ョンの実施が不十分 

 

・MINATO ロケーション

バンク(※)の未設置 

(※)ロケ地、会議やレセ

プションなどの用途

として提供する観光

施設や景観資源、公共

施設などの情報を一

元的に蓄積・発信する

構想 

２ 

快 適 で 安

全・安心な

都市観光を

満喫できる

環境づくり 

(１)日本・東京の玄関口としての観光案内機能の充実 

・民間の観光インフォメーションセンターと協定を結び、情

報発信を強化 

 

(２)外国人観光客の受入体制の強化 

・観光＆マナーブックの作成・配布 

・観光ボランティア育成講座の実施 

 

 

 

 

 

 

(３)安全・安心で誰もが楽しめる観光基盤の整備 

・バリアフリー観光ルートの作成 

・高機能型観光案内標

識の未実施 

 

・ハラル食の提供可能

店舗の情報が少ない 

 

・国際防災ボランティ

アと観光ボランティ

アとの連携が今後の

検討課題 

３ 第３次港区観光振興ビジョン（前期３年）の取組状況と課題 
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施策 主な取組 課題 

３ 

観光資源の

発掘・活用

と観光ルー

トの創出 

(１)多彩な魅力や各地区の特性を生かした観光資源の開発 

・映画とタイアップした歴史フォーラムの実施 

・ナイトタイムエコノミーを推進するための「MINATO NIGHT 

WEEK 2019」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

(２)まち歩きルートの再構築と一元管理 

・舟運ツアーの実施 

 

・映画やサブカルチャ

ーの観光活用が不十

分 

 

・シェアサイクル、ちぃ

ばす、お台場レインボ

ーバスを活用した観

光ルートの充実が不

十分 

４ 

多様な主体

との連携に

よる観光振

興と観光関

連産業の育

成 

(１)区民、民間、全国各地域と連携した観光振興 

・観光ボランティアガイド事業において、ツアー後にアンケ

ートを実施し、改善に役立てている 

・港区観光大使の認定 

 

 

 

 

 

 

 

(２)観光関連産業との連携・支援 

・区内 DMO との連携した取組 

 

(３)東京 2020 大会を契機とした新たな観光需要の持続・発展 

・高輪ゲートウェイ駅を中心としたまち歩きの検討 

 

・老舗や先端企業の技

術等の観光活用が不

十分 

 

・新型コロナウイルス

感染症の影響により、

大型クルーズ船舶拠

点等に対する区内へ

の誘導などの情報発

信が検討中である 

５ 

観光統計の

活用とマー

ケティング

の実施 

(１)観光関連統計の整備と活用 

・区の観光情報をオープンデータとして公開 

 

 

 

 

 

 

 

(２)観光マーケティングの実施 

・一般社団法人港区観光協会と連携し、会議等において観光

客の行動段階に応じたマーケティング戦略を検討 

・地域経済分析システ

ム（RESAS）の活用が

不十分 
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 港区では、港区基本計画の策定や見直しの際に、港区に住み、働き、学ぶ区民等が主体となって、意見

を出し合い、区に提言を行う区民参画組織「みなとタウンフォーラム」を運営しています。 

「港区基本計画（令和３（2021）年度～令和８（2026）年度）」の策定に当たり、街づくりや防災、子

育てなどテーマ別の９つのグループ会議に分かれて活動した結果を提言書として取りまとめています。

そのうち、観光分野についての主な提言は、次のとおりです。 

 

図表 44：みなとタウンフォーラムからの観光分野に関する提言の概要 

 
出典：「みなとタウンフォーラム・第６グループ【産業・観光分野】提言書」 

 

 

港区では、５つの地区で区民参画組織を運営し、各地区総合支所の事業に対する提言書を取りまとめて

います。そのうち、観光分野についての主な提言は、次のとおりです。 

 

図表 45：各地区区民参画組織からの観光分野に関する提言の概要 

地区 提言内容 

芝地区 愛着の持てるまちづくりと地域資源の発信力の強化 

麻布地区 「麻布未来写真館～次世代につなぐ麻布の記憶～」を通じた情報発信の充実 

赤坂地区 地域の歴史・文化への関心喚起 

高輪地区 外国人にやさしいまちづくりと白金高輪まち歩きガイドプロジェクトの実施 

芝浦港南地区 企業や他自治体との連携を進めながら、芝浦港南地区の魅力を発信 

出典：「港区基本計画・地区版計画書の見直しに向けた提言書」 

  

４ みなとタウンフォーラムからの提言（令和２（2020）年３月） 

① 区内に存する多彩な資源の発掘及び活用 

② 区内への誘客と回遊を促す PRの充実 

③ SNS 等による情報発信の強化 

④ ルートやインセンティブ設定等による回遊の促進 

⑤ 「港区にいる」ことを意識させるデザイン面での取組 

５ 各地区区民参画組織からの提言（令和２（2020）年３月） 
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これまで述べてきた観光動向、社会的変化、現状、調査、提言を整理し、港区が今後取り組むべき

課題を以下のように抽出しました。今後の観光施策を検討・推進するにあたっては、これらの課題解

決を図る必要があります。 

【観光動向、社会的変化、現状、調査、提言から抽出された５つの課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 港区の観光の課題 

【課題１】 

近隣観光の推進や観光案内機能の強

化 

観光動向、社会的変化、現状、調査、提言 

＜港区観光動態基礎調査＞ 

【課題４】 

統計データの分析と活用 

言葉・マナー・習慣の認知不足 

案内表示の拡充 

＜みなとタウンフォーラム提言＞ 

観光案内所・無料Wi-Fiの不足 

＜各地区区民参画組織提言＞ 

愛着の持てるまちづくりと地域資源の発信力の強化 

【課題２】 

地域の特性を生かし地域資源を観光

利用 

【課題３】 

区内の事業者、全国の自治体、地域

組織等の力の積極的な活用 

【課題５】 

地域アイデンティティを意識した効

果的な情報発信 

＜日本の観光動向＞ 

新型コロナウイルス感染症に伴い 
インバウンド需要回復が不透明 

訪日外国人旅行者数3,000万人突破（H30,R01） 

＜港区を取り巻く社会的変化＞ 

「麻布未来写真館～次世代につなぐ麻布の記憶～」
を通じた情報発信の充実 

地域の歴史・文化への関心喚起 

外国人にやさしいまちづくり 
白金高輪まち歩きガイドプロジェクト 

東京2020大会の開催 

JR東日本山手線「高輪ゲートウェイ」駅・ 
東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒルズ」駅の開業 

リニア中央新幹線の開業 

宿泊施設の客室数28,579室（R01・都内最多） 

＜現状＞ 

宿泊業、飲食サービス業の売上 
5,898億円（H27・全国４位） 

引き続き取り組むべき課題 

日本人、訪日外国人の港区観光満足度は向上 

企業や他自治体との連携を進めながら、 
芝浦港南地区の魅力を発信 

取り組むべき新たな課題 

【課題６】 

新型コロナウイルス感染症の影響な

ど社会情勢に伴う観光動態の変化へ

の対応 

・観光客のニーズや期待の変化 

・観光客の行動パターンの変化 

区内に存する多彩な資源の発掘及び活用 

区内への誘客と回遊を促すPRの充実 

SNS等による情報発信の強化 

ルートやインセンティブ設定等による回遊の促進 

「港区にいる」ことを意識させるデザイン面での取組 
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第３章 

目標と具体的取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

©麻布青山マーチング委員会

目標と主な取組 
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■港区の多彩な魅力の活用・発信 

港区は空の玄関口羽田空港からも、陸の玄関口東京駅からも、新たにできた海の玄関口東京国際クル

ーズターミナルからも近く、多くの人が集まります。歴史ある建物や史跡、文化財、伝統工芸から最新

のファッションや先端技術まで多くの物や情報が集積するまちでもあります。そのように多彩な魅力

を有した港区は近年、新駅の開業や大規模再開発と更に日々大きく変貌しています。 

充実した立地・資源・機会を有する港区は、常に魅力的で多くの人の憧れの地です。今後も「港区に

住んでみたい、訪れてみたい」と思われる魅力にあふれたまちであるようプロモーションを行い、その

魅力を全国、また海外にも発信し続けていきます。 

 

 

■観光客誘致による地域の活性化と区民生活の向上 

港区は、日本や東京でも有数の観光消費地であり、観光消費の維持・拡大は地域経済の活性化を生み

出します。余暇、レクリエーション、ビジネス、ショッピングなど、目的を問わず港区を訪れて、遊ぶ、

働く、泊まる、食べる、買う全ての人を観光客として位置づけ誘致します。 

一方、観光客によるマナーなどの問題は区民生活に大きな影響を与える懸念があります。そのような

問題に対応し、区民が自ら港区の生活や港区の観光を楽しみ、育てる循環を作り、港区の観光消費の維

持・拡大に伴う地域の活性化と区民生活の維持向上を両立する観光政策を推進していく必要がありま

す。 

 

 

■誰もが憧れるまち港区の実現 

地域の魅力の発掘・発信により観光客の来訪を促し、何度でも来訪してもらうとともに憧れのまちと

して認知されるよう観光施策を推進します。 

そして、憧れのまち港区に住むことを区民が誇りに思うシビックプライドの醸成につなげていきま

す。  

１ 策定の方針とめざすべき姿 
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以上を踏まえ、本ビジョンのめざすべき姿とその実現に向けたイメージを以下のとおり定めます。 

図表 46：本ビジョンのめざすべき姿と実現に向けたイメージ 
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  これまで述べてきた策定の方針とめざすべき姿の達成度合いを確認し、効果を「見える化」して検証

できるよう、目標値として以下の４つの指標を設定します。本ビジョンに示す取組等を着実に実施し、

目標の達成をめざします。 

 

【めざすべき姿に向けた４つの目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目標設定 

 

目標１：観光客の満足度 ～「観光に満足できる」まちをめざして～ 
 

港区を訪れた観光客が快適に都市観光を満喫し満足度を高めることが再訪と周囲への波及効果に

より新たな観光客の来訪につながります。そこで、観光客の満足度を目標の１つとします。 

平成 28（2016）年       令和元（2019）年       令和５（2023）年 

日本人：70.4％       日本人：75.0％        日本人：80.0％ 

外国人：88.8％       外国人：94.0％        外国人：100％に近づける 

                         【結果】 

              日本人：71.2％ 

              外国人：94.2％ 

 ※港区観光動態基礎調査（港区）の「日本人来訪者・訪日外国人の港区観光の満足度」を利用 

目標２：延べ宿泊者数 ～「滞在を楽しめる」まちをめざして～ 

 観光客が多く訪れることで、区内消費の拡大と地域の活性化をめざします。そこで、観光客の中

でも、区内消費が大きいと想定される宿泊を伴う観光客の数を目標の１つとします。 

平成 28（2016）年     令和元（2019）年       令和５（2023）年 

795 万人          900 万人            900 万人 

            【結果】 

              797 万人 

 ※宿泊旅行統計調査（観光庁）の「延べ宿泊者数（港区）」を利用 

目標３：宿泊業、飲食サービス業の売上げ ～「消費を楽しむ」まちをめざして～ 

港区は他都市と比較して、多くの宿泊業、飲食サービス業があり、大きな売上を誇ります。観光

客が多い港区で消費活動を促すことにより、区内消費の拡大と地域の活性化をめざします。そこ

で、区内消費を直接把握するため、売上げを指標の１つとします。 

平成 25（2013）年     令和元（2019）年       令和５（2023）年 

    4,613 億円          5,200 億円             

                【結果】 

                 平成 27（2015）年 

 5,898 億円 

※経済センサス（総務省・経済産業省）の「宿泊業、飲食サービス業の売上高（港区）」を利用 

※令和元年結果公表後（令和 2 年 12 月予定）に目標値を再算出               
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上記目標値については、区の取組だけでなく、社会経済情勢の影響を強く受けるものと考えられます。

しかしながら、目標値を設定することで、達成度合いを客観的に把握できるようになるため、判断材料の

一つとして提示します。 

めざすべき姿「訪れたくなるまち、憧れの港区」とめざす理念「住まう人にとっても、訪れる人々にと

っても利便性と快適性に富み、“楽しく、ワクワクするまち”」、「“住んでみたい、行ってみたいまち”を

めざす地域づくり」、４つの定量的目標の実現に向けて、前期に引き続き各施策を以下のように設定しま

す。 

【５つの施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前 期 後 期 

【施策１】 

戦略的なシティプロモーション 

の推進 

 

【施策２】 

快適で安全・安心な都市観光を 

満喫できる環境づくり 

【施策３】 

観光資源の発掘・活用と 

観光ルートの創出 

【施策４】 

多様な主体との連携による 

観光振興と観光関連産業の育成 

【施策５】 

観光統計の活用と 

マーケティングの実施 

【施策１】 

快適で安全・安心な都市観光を 

満喫できる環境づくり 

【施策２】 

観光資源の発掘・活用と 

観光ルートの創出 

【施策３】 

多様な主体との連携による 

観光振興と観光関連産業の育成 

【施策４】 

統計・データの分析・活用による 

市場動向の把握とマーケティングへの活用 

【施策５】 

戦略的なシティプロモーション 

の推進 

 

目標４：区民の満足度 ～「住み続けたい」まちをめざして～ 【後期計画より新設】 

憧れのまち港区に住むことを区民が誇りに思うシビックプライドの醸成をめざします。そこで、

区民の満足度を指標の１つとします。 

    令和元（2019）年        令和５（2023）年 

                    -               多くの区民が「満足」と 

                                感じる取組を継続的に実施 

※港区観光動態基礎調査（港区）に次回調査から調査項目を追加予定 
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３ 施策の考え方 

施策１：快適で安全・安心な都市観光を満喫できる環境づくり 

～「訪れたくなるまち、憧れの港区」の観光を楽しむ～  

施策２：観光資源の発掘・活用と観光ルートの創出 

～「訪れたくなるまち、憧れの港区」の観光体験を進化させる～  

施策３：多様な主体との連携による観光振興と観光関連産業の育成 

～「訪れたくなるまち、憧れの港区」の観光を支える～  

施策４：統計・データの分析・活用による市場動向の把握とマーケティングへの活用 

  ～「訪れたくなるまち、憧れの港区」の観光を支える～  

施策５：戦略的なシティプロモーションの推進 

～「訪れたくなるまち、憧れの港区」への来訪を促す～  

豊富かつ多彩な魅力を持つ港区には、多種多様な人々が多目的で訪

れます。目的を問わず、港区を訪れる全ての人々を観光客として迎え

るために、観光案内機能を強化し、誰もが快適で安全・安心な都市観

光を満喫できるよう、また新型コロナウイルス感染症の状況に応じた

受入体制を整備します。特に、国内観光の充実を図り、近隣観光・地

元観光を推進します。 

＜SDGs のゴールとの関係＞ 

港区では、令和２（2020）年に JR 東日本山手線高輪ゲートウェイ

駅及び東京メトロ日比谷線虎ノ門ヒルズ駅が開業、今後もリニア中央

新幹線の開業など、大規模開発等によって街が大きく変化し、新たな

観光資源が次々と誕生しています。地域ごとの特性を生かしつつ、多

くの観光資源を様々な切り口から捉え、区内周遊の促進につなげま

す。また、新型コロナウイルス感染症対策から生じた新しい生活様式

に応じた観光ルートを開発します。 

＜SDGs のゴールとの関係＞ 

東京 2020 大会以降とその後を見据えた観光需要の持続のため、区

民、民間、全国各地域の多様な主体と連携した観光振興を進めます。 
＜SDGs のゴールとの関係＞ 

今後、施策をより効果的なものにするために、正確に現状を把握す

るとともに、施策に対する効果や課題の分析を行います。観光客の行

動段階に合わせた的確な観光施策を打ち出すことで、観光振興を強力

に推進します。 

＜SDGs のゴールとの関係＞ 

港区を訪れる人々の目的は、余暇、レクリエーション、ビジネスな

ど多種多様です。様々な目的や関心を持って港区を訪れる人々に、そ

れぞれのニーズに対応した情報を発信するとともに、地域アイデンテ

ィティを意識したシティプロモーションを推進します。 

 

＜SDGs のゴールとの関係＞ 
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人々が港区を訪れるには、まず港区を「認知」し、「関心」を抱き、そして詳しく知るために「探索」

をします。そして、快適な「滞在」を通して観光客の満足度を高めます。「滞在」終了後は、滞在中の

体験などを「発信」「共有」します。 

観光客のそれぞれの行動段階に合わせた施策を展開し、来訪のきっかけ作りから再訪のきっかけま

での流れを作る好循環の創出をめざします。 

 

図表 47：観光客の行動段階に合わせた施策の展開 

 

区は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による観光動向への影響を注意深く観察し、「訪れたく

なるまち、憧れの港区」の実現に向け柔軟に対応するととともに、景気後退による区の財政状況にも注

視して、優先的・重点的に取り組む課題に財源を優先的に配分することにより、港区らしいきめ細かな

取組を行ってまいります。 

 

 

 

  



 

44 

 

 

 めざすべき姿を実現するための施策と事業を以下のとおり示します。 

施策の体系図 

 

４ 施策の体系 

① 観光案内所の拡充及び機能強化(P.46) (１)日本・東京の玄関口 

としての観光案内機能 

の充実 

１快適で安全・安心な 

都市観光を満喫できる 

環境づくり ② 観光情報インフラの整備(P.47) 

③ 観光ハブ・ゲートウェイ機能の整備 
   (P.48) 

(２)新型コロナウイルス 

感染症の状況に応じた 

観光客の受入体制の 

整備 

① 近隣観光・地元観光の推進(P.48) 

② キャッシュレスの推進(P.48) 

① 多言語による多様な情報の提供(P.49) (３)安全・安心で 

誰もが楽しめる 

観光基盤の整備 

④ 観光関係事業者等との連携による 

緊急時の対応策の構築(P.52) 

③ バリアフリー観光の推進(P.51) 

施策 施策実現の方針 事業 

③ デジタル技術の活用(P.49) 

⑤ 観光ボランティアの支援及び連携(P.52) 

② 外国人の習慣等への対応(P.50) 

① 各地区の特色ある観光資源の発掘(P.53) (１)多彩な魅力や各地区の 
特性を生かした 
観光資源の開発 

２観光資源の発掘・活用と 
観光ルートの創出 

② 港区の歴史、文化、産業、景観等を 

活用した観光資源の創出(P.54) 

③ 大使館等との連携による観光事業の 
魅力向上(P.55) 

⑤ 新たな観光の魅力を活用した 
観光資源の開発(P.56) 

④ 地域特性を生かした観光振興の推進 
(P.56) 

(２)新しい生活様式に 
応じたまち歩きルート・ 
観光ルートの開発 

① 港区の特性を生かしたまち歩きルートの 
開発(P.57) 

② 周遊性の高い観光ルートの開発(P.58) 
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① 区民と連携した観光振興(P.59) (１)区民、民間、全国各地域 

と連携した観光振興 

３多様な主体との連携 

による観光振興と 

観光関連産業の育成 ② 民間と連携した観光振興(P.59) 

③ 近隣区を含めた全国各地域と連携した 

観光振興(P.60) 

(２)東京2020大会を契機 

とした新たな観光需要 

の持続・発展 

① 東京2020大会を契機とした新たな 

観光需要を持続・発展させる取組(P.61) 

② 新駅等の開業やリニア中央新幹線の完成 

を契機とした新たな観光需要を 

持続・発展させる取組(P.61) 

① 来訪目的に応じた観光情報の発信(P.66) 

(１)観光情報の収集・管理 

と発信手段の多様化 

施策 施策実現の方針 事業 

③ 新たな観光需要増加の機会に対応した 

取組(P.61) 

① 基礎的な観光統計データの収集・分析 

(P.62) 
(１)観光関連統計の分析・ 

活用による 
市場動向の把握 

４統計・データの分析・活用 
による市場動向の把握と 
マーケティングへの活用 

② 各種データの分析・活用(P.62) 

① 観光マーケティングへの活用(P.62) 

② ICT等の活用による効果的な情報発信 

(P.65) 

① 情報収集機能の充実と 
シティプロモーションの推進(P.63) 

(２)観光マーケティング 
への活用 

③ 新たな観光需要を見据えた観光情報の 
多言語化の推進(P.65) 

５戦略的な 
シティプロモーション 
の推進 

(２)観光客の視点に立った 
情報発信の強化 
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施策２ 快適で安全・安心な都市観光 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により新しい生活様式の実践が求められる中、国内外から港区を訪

れる観光客に、快適で安全・安心な都市観光を楽しんでもらい、観光客の満足度を高め、再び港区を訪れ

てもらうために、更なる観光客の受入環境づくりを行います。近隣観光・地元観光を推進し、国内観光の

充実を図ります。 

 

 

SDGs のゴールとの関係 

 

 

 

 

 

（１）日本・東京の玄関口としての観光案内機能の充実 

① 観光案内所の拡充及び機能強化 

港区を訪れる全ての人が、港区での滞在を満喫できるよう多言語での対応、おもてなしの心に溢れた観

光案内所の拡充及び機能強化を行います。 

 

 ＜主な取組＞ 

 港区観光インフォメーションセンターの拡充  

 港区内の商業施設運営事業者等と連携し、観光インフォメーションセンターの増設を推進する

とともに、機能や内容を充実させ、観光客の利便性に配慮した観光案内を推進します。 

 

 

 

 

 

 

【港区観光インフォメーションセンター（区設）】 
 

設置場所 提供サービス 

東京モノレール浜松町駅３階コンコース 
東京モノレール浜松町駅３階コンコースにて観光情報発信、観光案内、物品販

売を実施。 

 

  

活動指標 
現状見込値 

令和２（2020）年度 

計画目標値 

令和５（2023）年度 

区設及び民間との協働による港

区観光インフォメーションセン

ター設置数 

５か所 ７か所 

５ 施策に基づく主な取組 

 

快適で安全・安心な都市観光を満喫できる環境づくり 施策１ 
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【港区観光インフォメーションセンター（民間・協定設置）】 
 

企業名 提携内容（事例） 

三菱地所リテールマネジメント株式会社 
アクアシティお台場のインフォメーションカウンターを港区観光インフォメ

ーションセンターとして位置付け、観光案内を実施。 

森ビル株式会社 
六本木ヒルズ内の森タワー総合インフォメーションを港区観光インフォメー

ションセンターとして位置付け、観光案内を実施。 

京浜急行電鉄株式会社 
京急本線品川駅の京急ツーリストインフォメーションセンター品川駅を港区

観光インフォメーションセンターとして位置付け、観光案内を実施。 

株式会社きらぼし銀行 
きらぼし銀行本店の東京観光案内窓口を港区観光インフォメーションセンタ

ーと位置付け、観光案内を実施。 

 

 

 芝五丁目複合施設における港区観光インフォメーションセンターの整備 

 区が整備を進め、令和４（2022）年度に竣工予定の芝五丁目

複合施設について、施設内に充実した観光案内機能を持つ

港区観光インフォメーションセンターを整備します。 

 

 

 

 

 

 

② 観光情報インフラの整備 

国内外からの観光客がリアルタイムで容易に観光情報を入手できるよう、鉄道駅、商店街や主要観光ル

ートを中心に、東京都や民間と連携して観光情報インフラを整備します。 

 

＜主な取組＞ 

 Wi-Fi（公衆無線 LAN）の整備による通信環境の改善 

 港区を訪れる誰もが自由に観光や防災等の情報に快適にアクセスできるよう東

京都や民間企業が提供している Wi-Fi サービスも踏まえ、設置状況を発信しま

す。 

 

 観光・街区案内標識の充実によるまち歩きの利便性向上 

 多言語対応や案内用図案（ピクトグラム）による観光・街区案内標

識の設置により港区を訪れる人が快適にまち歩きを行うことがで

きるよう利便性の向上を図ります。 

 

 

 AI を活用した観光案内機能の検討 

 AI（人工知能）を活用した観光案内について、民間企業等と連携し観光客のニーズに対応すると

いう観点から検討します。 

 

 

(芝五丁目複合施設完成イメージ) 

(MINATO CITY Wi-Fi) 

(観光・街区案内標識) 
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③ 観光ハブ・ゲートウェイ機能の整備 

日本・東京の玄関口である港区が、港区にはない魅力的な資源を持つ全国各地域と連携し、観光ハブ・

ゲートウェイとしての機能を整備します。 

 

＜主な取組＞ 

 公共交通機関を活用した全国への観光ルート開発 

 羽田空港、東京駅からのアクセスも良く、リニア中央新幹線の始発駅となる品川駅を有する好条

件を活かし公共交通機関による日本全国への観光ルートの基点として、公共交通機関、旅行会社

等民間企業とも連携し港区から全国に向けたルートについて検討します。 

 

 

（２）新型コロナウイルス感染症の状況に応じた観光客の受入体制の整備 

① 近隣観光・地元観光の推進 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、遠方ではなく近隣の観光に注目が高まっているなか、港

区に住む人、通う人における近隣観光、あるいは周辺住民における地元観光を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 新規 区民、都民が地元の魅力を再発見し、シビックプライドが醸成される取組づくり 

 区内の魅力ある観光の再発見を行い、まちあるきや観光ルートを構築します。 

 

 新規 地区ごとの魅力づくり 

 地元の観光地として認知度の高くないスポットを観光情報として発信します。 

 

 新規 区民や近隣住民に向けた観光情報の発信 

 区民や近隣住民の方に向け、身近であるゆえにこれまで気づけなかった地域の魅力を発信しま

す。 

 

 新規 日本人観光客に向けた魅力発信 

 国内旅行においても鉄道や航空機の基点となる東京や品川、羽田からのアクセスを生かし、短期

間で効率的な観光ルートを構築し、ホームページや SNS6等で発信します。 

 

 

② キャッシュレスの推進 

新型コロナウイルス感染症の影響により新しい生活様式の実践が求められる中、観光においてもキャ

ッシュレスの導入を後押しし、推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 新規 各事業におけるキャッシュレス導入 

 全国交流物産展等での支払い事業のキャッシュレスを推進します。 

 

                                                   
 
6 Social Networking Service の略。個人間のコミュニケーションを促進し、社会的なネットワークの構築を支援する、インターネット

を利用したサービスのこと。 
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 新規 キャッシュレス導入店の拡充 

 観光関連事業者のキャッシュレス決済導入を推進します。 

 

 

③ デジタル技術の活用 

新しい生活様式に即し、バーチャルによるイベントや観光、オンラインを活用した観光を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 新規 バーチャルによる観光の促進 

 新型コロナウイルス感染症の影響により来訪による観光が困難な場合においても観光を可能と

するバーチャルについて一般社団法人港区観光協会や民間企業等と連携し検討します。 

 

 新規 オンラインの活用 

 オンラインでの観光情報の発信や講座等接触を控えた観光のツールの活用を検討します。 

 

 新規 AI や 5G 等を活用した観光情報発信 

 AI や 5G7を活用した観光情報の発信について一般社団法人港区観光協会や民間事業者と連携し

検討します。 

 

 新規 観光施設等の混雑状況の情報発信 

･ 密集、密接を避ける観点から観光施設等の混雑状況を情報発信できるよう、一般社団法人港区

観光協会と検討します。 

 

 

 

（３）安全・安心で誰もが楽しめる観光基盤の整備 

① 多言語による多様な情報の提供 

国内外から港区を訪れる多種多様な人々が、状況に応じて必要な情報を入手することで、安全で安心し

て過ごせるよう、多言語による情報提供を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 緊急時の迅速な情報伝達の仕組みの構築と活用促進 

 観光客の防災対策のため、区ホームページでは「やさしい日本語」での発信も含め多言語で発信

をしています。また、SNS やデジタルサイネージ等で発信します。 

 

 港区国際防災ボランティアによる外国人サポート体制づくりと活用促進 

 国際防災ボランティアの育成や観光ボランティアの育成の際に防災の知識を加えるなど、災害

時にも対応できるよう連携を検討します。 

 

 

                                                   
 
7 2020 年の春から商業的なサービスが開始された第５世代移動通信システムを指し、2010 年代に登場して現在の主流となっている、

4G/LTE と称される第４世代移動通信システムと比較し、高速で大容量の通信が可能となり、多数の機器に同時接続できるなど、様々な

分野での活用が見込まれている。 
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② 外国人の習慣等への対応 

 多様な文化や習慣を持つ訪日外国人観光客がストレスなく港区を観光できるよう、区民、観光関係事

業者、商店街等に向けて、外国人観光客の習慣に柔軟に対応するための情報提供を推進し、意識啓発を図

ります。 

 

＜主な取組＞ 

 おもてなし力向上のための外国人の習慣等の情報提供 

 外国人観光客の多様な文化や習慣等を記載したハンドブック「港区 Are you ready for 

OMOTENASHI?」を作成・配布し、観光客を迎えるおもてなしマインドの向上を図ります。また、

港区観光＆マナーブックを作成・配布し、訪日外国人に港区（日本）でのマナーを紹介、理解を

深めることでトラブルの回避を促します。同時に、異文化や外国人への理解を深めてもらうよう

啓発に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 おもてなしマインドの醸成  

 おもてなしステッカーの配布を実施し、英語マニュアルの用意がある店舗か分かり易く示して

います。 

 

 ムスリムの習慣に対応した受入環境の整備 

 一般社団法人港区観光協会や一般財団法人港区国際交流協会のホームページで店舗情報を公開

します。 

 

 アレルギーや宗教等に配慮した案内表示の周知 

 東京都とも連携し、ピクトグラムや指差しシートを使うなど海外からの観光客が安心して観光

を楽しめるよう環境を整備します。 

 

 

  

 
（港区 Are you ready for OMOTENASHI? 

 訪日外国人旅行者の心をつかむおもてなしのヒント） 

 
（Minato City Guide and Etiquette 

 港区観光＆マナーブック） 
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③ バリアフリー観光の推進 

年齢や障害の有無等に関わらず、誰もが港区の観光を満喫できるよう、港区社会福祉協議会等と連携し

てバリアフリーに関する基本情報を収集・発信するとともに、点字ブロックや段差解消等の整備を推進

します。 

 

＜主な取組＞ 

 新規 「バリアフリーまち歩き MAP in 港区」の活用促進 

 常に新しい情報を提供できるよう地図については電子化し、観光施設や公

共交通機関のバリアフリー情報を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 バリアフリーに対応した施設等を組み合わせた観光ルートの開発 

 車いすやベビーカーなどに対応できる観光スポットを紹介するとともに、そこまでの道のりに

ついても安心して行けるルートを作成します。 

 

 ユニバーサルデザインに配慮した歩行空間の整備 

 バリアフリー空間のネットワーク化を進めるとともに、ユニバーサルデザインの考え方による

整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
(バリアフリーまち歩き MAP in 港区) 
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④ 観光関係事業者等との連携による緊急時の対応策の構築 

災害発生時の観光客の不安や被害を最小限に抑えるため、観光関係事業者等との連携により、緊急時対

応を検討します。 

 

＜主な取組＞ 

 観光客の安全・安心を守るための防災情報の提供 

 港区防災アプリやホームページ等を活用するとともに、そ

れについて観光冊子や観光サイトで情報の提供を行いま

す。また、関係機関等との連携について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 観光ボランティアの支援及び連携 

観光客に対して、港区の魅力を区民等の力で伝えるため、多言語対応が可能な人材を含め、多様な技能

を持つ観光ボランティアを支援し、連携して観光振興を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 観光ボランティアの支援 

 観光客の多様なニーズにきめ細かく対応するため、観光ガイドのスキルアップ講座などを通じ

活動の支援をするとともに、一般社団法人港区観光協会と支援について検討します。 

 

 港区観光ボランティアの会との連携促進 

 育成講座修了生からなる「港区観光ボランティアの会」及び一般社団法人港区観光協会と連携

し、まち歩きツアーの充実を図ります。 
 

活動指標 
現状見込値 

令和２（2020）年度 

計画目標値 

令和５（2023）年度 

港区観光ボランティアと連携し

た観光案内者数 
150 人 2,500 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(港区観光ボランティアまち歩きツアーの様子) 

(港区防災アプリ) 
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施策３ 観光資源の発掘・活用と観光ルートの創出 

 
新たな観光スポットが次々に生まれ、進化を続ける港区の多彩かつ豊富な魅力を迅速かつ漏れなく地

域資源を観光に活用するために、港区内の観光資源を発掘し、磨き上げるとともに、港区内の観光スポッ

トの周遊を促す観光ルートを創出します。 

 

（１）多彩な魅力や各地区の特性を生かした観光資源の開発 

① 各地区の特色ある観光資源の発掘 

 芝、麻布、赤坂、高輪、芝浦港南の各地区の地域の力を生かし、地域の魅力を高めるため、区民等とと

もに各地区独自の取り組みを行います。 

 

SDGs のゴールとの関係 

 

 

 

 

＜主な取組＞ 

 芝地区の取組  

 芝地区区民参画組織のメンバーで構成する「芝の語り部」がまち

歩きツアーや講座等の開催を通して、地区内外に芝地区の歴史や

文化、自然等の魅力を広く発信しています。 
 
 

麻布地区の取組 

 区民参画組織が主体となり、まちの移り変わりを保存・収集する

とともに、企業や大学、他の地域事業との連携によるパネル展の

開催、ICT や SNS を活用した写真パネルの公開を行い、麻布地区

の歴史や文化を発信します。 
 
 

赤坂地区の取組 

 赤坂・青山のマスコットキャラクター「赤坂親善大使」を活用し、

地域で行われる行事、イベントへの出演や SNS ツールの活用等に

よる効果的な情報発信を通じて、地域活性化に貢献します。 
 
 

高輪地区の取組 

 地域住民が高輪地区の歴史や文化を学び、その成果を発信すること

を通じて、地域の多世代交流や高齢者の生きがいづくりと住民主体

の観光施策を展開します。 
 
 
 

観光資源の発掘・活用と観光ルートの創出 施策２ 
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芝浦港南地区の取組 

 年間を通じて多くの方々が訪れるお台場では、東京都等の関係機関

と連携し、「泳げる海、お台場」の実現に向けた取り組みを実施して

います。 

 

 

② 港区の歴史、文化、産業、景観等を活用した観光資源の創出 

港区の豊富な歴史、文化、産業、景観等の魅力ある観光コンテンツを発掘・保全します。 

 

＜主な取組＞ 

 新規 歴史資源を活用したまち歩き等の実施 

 歴史史跡を巡るツアーを始め、歴史上の人物、出来事に関連したまち歩きルートを創出します。

回遊性を高めるため、謎解きやスタンプラリーの要素についても取り入れることを検討します。 

 

 歴史的建造物の活用 

 寺社仏閣を始め、区の指定有形文化財である伝統文化交流館や歴史的

に貴重貴重な建物である港郷土歴史館など建物に特化した歴史的観光

資源を年代や設計者など新たな視点でのまち歩きルートの構築に活用

します。 

 
 

 インフラツーリズムの促進 

 鉄道、河川、坂などのインフラについて、一定数に愛好家や興味を持つ人がいることから観光資

源として、まち歩きルートや見学に機会を広く紹介してその魅力を発信します。 

 

 新規 島しょへの玄関口としての観光ルートの構築 

 島しょへの海の玄関である竹芝エリアの開発により新たに竹芝地区と

島しょの観光を一体化したまち歩きルートを構築し、島しょへの観光

客の流れを促します。 

 
 
 
 
 

 新規 島しょ地域との連携による観光振興の取組 

 島しょの自治体や一般社団法人港区観光協会等と協力し、観光情報の発信、島しょの特産品を使

用した商品の販売等観光振興を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（竹芝ふ頭（海岸）） 

出典：東京都ホームページ 

(港区立郷土歴史館) 
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 港区観光フォトコンテストの支援 

 港区内の観光スポットの魅力の再発見や新しい観光スポットの創出のため「港区観光フォトコ

ンテスト」を実施します。受賞作品等については多くの人の目に触れるよう SNS で配信、パネル

展示等利用の場を広げる検討をします。 
 

第 17 回港区観光フォトコンテスト（令和元（2019）年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ものづくり・商業観光フェアの支援 

 港区の匠の技術、商店街や観光資源などの魅力を展示、実演及び体

験を通じて、区内のものづくり、商業及び観光の振興と地域の活性

化を図る「港区ものづくり・商業観光フェア」の開催を支援します。 

 

 

 

 

 

 

③ 大使館等との連携による観光事業の魅力向上 

全国で最も多くの大使館等が集まる港区の強みを生かし、港区ならではの観光体験を提供するため、港

区内の大使館との連携による観光振興を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 大使館等と連携した観光情報の発信 

 最も多くの大使館が集まる自治体として、大使館や大使館と協力関係にある一般財団法人港区

国際交流協会と連携しつつ、区と大使館双方に有益な情報の発信を検討します。 

 

 大使館等を巡るまち歩きツアーの実施 

 「港区ワールドフェスティバル」での大使館スタンプラリーや同時

期に開催するまち歩きツアー等を実施し、区内の回遊性を高めます。 

 

 

  

(第７回港区ものづくり・商業観光フェア) 

カメラ部門金賞 

「森の中にそびえる電波塔」 

フォトコン甲子園部門優勝 

「目に焼き付く東京の景色」 

スマホ部門ゴールド 

「最高の気分!」 

(大使館スタンプラリー) 
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④ 地域特性を生かした観光振興の推進 

ビジネスの先進地であり、国内外から多くのビジネスを目的とした来訪者が集まる港区の強みを発揮

し、より多くの来訪が見込める MICE8等の誘致に向けた民間の取組に対する支援や先進的な企業との情報

交換を通じて、更なる観光振興を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 港区内観光関係者等の連携会議の開催 

 一般社団法人港区観光協会、港区商店街連合会、東京商工会議所、観光事業者等と連携を図り、

情報を共有し、意見交換をするため定期的に港区観光振興連携会議を行います。 

 

 DMO の設置・活動の支援 

 区内企業や関係団体と協力し、区内の DMO9の設立及びエリアとしての魅力を高め、MICE の誘致

に向けた取組を積極的に支援します。 

 

 MICE 誘致に向けた民間の取組の支援 

 多くの集客が見込まれ、地域の経済の活性化が期待できる国際会議や学会等の会議（MICE）を誘

致するための民間の法人組織などの取組について協力、支援します。 

 

 新規 地域の観光資源目的に合わせた観光振興 

 地域の観光資源を中心とした、コンパクトなまち歩きや観光ルートを構築し、地域ごとの回遊性

を高めます。 

 

⑤ 新たな観光の魅力を活用した観光資源の開発 

文化芸術、スポーツや食を目的として観光するニーズに応えるため、今まで観光としては活用をしてこ

なかった地域資源を観光に活用します。 

 

＜主な取組＞ 

 劇場やアート鑑賞等の文化芸術を目的としたツーリズムの促進 

 区内の劇場や美術館、博物館等の文化芸術を活用し、それを目的とした観光を促進するため、劇

場、美術館、博物館等の紹介やイベントなどの情報を発信します。 

 

 東京 2020 大会等を契機としたスポーツツーリズムの促進 

 令和３（2021）年に開催予定の東京 2020 大会を契機として、区内で行われ

るスポーツ観戦のための来訪者を観光客とし、観戦前後の観光を促進しま

す。 

 

 

 

 新規 「食」の観光資源としての活用 

 「食」も観光資源と捉え、「食」を中心とした観光の構築や来訪者に向けた紹介を促進します。 

                                                   
 
8 M:Meeting（企業系会議）、I:Incentive（企業の奨励・研修旅行）、C:Convention（国際会議）、E:Exibition/Event（展示会・見本市、

イベント等）の総称。 
9 Destination Management Organization の略。官民などの幅広い連携によって地域観光を積極的に推進する法人組織のこと。 

(ラグビーワールドカップ 2019 パブリックビューイング) 
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 ナイトタイムエコノミーの推進 

 区の多彩な夜の魅力を紹介し、安全・安心に配慮した港区ならでは

の夜の観光を提供します。また、安全・安心の観点から MINATO フ

ラッグ店の PRを実施します。 

 

 

「祭り」の観光資源としての活用 

 地域の魅力に身近に触れることができる、港区内で開催される「祭り」について、その魅力を発

信し、観光資源の一つとして活用を促進します。 

 

 

 

（２）新しい生活様式に応じたまち歩きルート・観光ルートの開発 

① 港区の特性を生かしたまち歩きルートの開発 

港区の地域特性を生かして、テーマ性のある新たなまち歩きルートの開発を行います。 
 

＜主な取組＞ 

 水辺資源を活用した観光体験の開発 

 海や河川を有する港区の魅力の一つして、「舟運ツアー」「水陸

両用バスによる観光」や運河に架かる橋りょうのライトアップ

を活用した観光振興をします。 

 

 

 

 

 

 魅力的な観光ルートの形成と人気の高い観光ルートの定番化 

 ボランティアガイドにより作成された人気の観光スポットや歴史の史跡、バリアフリー等多く

の人に楽しんでもらえるルートを創出し、人気が高いものについては定番化していきます。ま

た、ちぃばす、お台場レインボーバスなど公共交通機関を活用した観光ルートの定番化について

も検討します。 

 

 定期的なまち歩きツアーの実施と評価・改善の継続 

 一般社団法人港区観光協会、港区観光ボランティアの会と連携し、観光客に人気の高いまち歩き

ツアーを定期的に開催します。 

 

 

  

 
 
 
 
 
 

 

（舟運ツアー） 

 

(MINATO NIGHT WEEK 2019) 
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② 周遊性の高い観光ルートの開発 

観光客が安全・安心に周遊できるように、自転車シェアリングの活用や感染症のリスクを低減させる

ため、「密」を避けた観光ルートの充実に努めます。 

 

＜主な取組＞ 

 自転車シェアリングを活用した観光ルートの開発 

 港区内の自転車シェアリングを活用した観光ルートを

構築し定番化を推進します。また、観光情報誌等で広く

発信し活用の促進を促します。 

 

 

 

 新規 「密」を避けた観光ルートの充実  

 人との密集、密接を避ける観点から庭園や海、運河等屋外での観光施設を中心とした観光ルート

の充実を図ります。 

 

  

(港区自転車シェアリング) 
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施策４ 多様な主体との連携による観光振興と 

 
行政、区民、民間、全国各地域などの力を有機的に組み合わせ、それぞれが単独で有する以上の力を発

揮して港区の観光振興へとつなげるため、多様な主体との連携による観光振興を行うとともに、観光関

連産業を共に育成します。 

 

SDGs のゴールとの関係 

 

 

 

 

（１）区民、民間、全国各地域と連携した観光振興 

① 区民と連携した観光振興 

 港区に誇りと愛着を持つ区民の力を観光振興に活用するため、区民と連携した観光振興の取組を推進

します。 

 

＜主な取組＞ 

 港区観光大使の活用 

 港区に縁（ゆかり）がある区民等の情報発信力を活用し、区の観光をはじめとしたさまざまな情

報や地元の人ならではの情報等を発信します。 

 

 

② 民間と連携した観光振興 

 港区内の魅力溢れる民間の力を区の観光振興に活用するため、港区内の民間企業や団体等と連携した

観光振興の取組を推進します。 
 

＜主な取組＞ 

 伝統工芸産業の保護・育成支援 

 長年にわたり受け継がれてきた匠の技が織り成す伝統工芸や、

地域経済を支えてきた地場産業を保護・育成するため、伝統工

芸士の紹介冊子の作成や伝統工芸品の実演や展示を実施しま

す。 

 

 

 

 民間との連携による観光情報の提供 

 港区内の商業施設運営事業者等と連携し、効果的な観光情報の提供に向けた高機能型観光案内

標識の活用について検討します。 

 

 

 

多様な主体との連携による観光振興と観光関連産業の育成 施策３ 

(伝統工芸パネル展示) 
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 商店街への観光客誘致の支援 

 港区商店街連合会と連携し、商店街のイベント等を紹介するチ

ラシの発行や商店街を巡るスタンプラリーを実施します。 

 

 

 

 

 まちづくりとの連携による観光資源の創出 

 再開発など新たなまちの魅力を体感してもらうため、まちづくり団体等と連携し、まちづくりの

過程及び新たなまちの観光資源としての活用を推進していきます。 

 

 

③ 近隣区を含めた全国各地域と連携した観光振興 

 近隣区との連携を含め、結びつきの深い全国の各地域や区とは異なる魅力を持った地方との連携によ

り観光振興の取組を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

 商店街と全国各地域との交流物産展の開催 

 新橋の駅前において、全国各地域との交流物産展を継続して開

催し、区民や観光客だけではなく通勤・通学者、通行者に向け

ても区及び関連自治体の魅力を発信するとともに、全国各地域

との交流を促進します。 

 

 

 

 全国各地域と連携した観光振興の推進 

 商店街等との協定や全国連携でつながりのある各地域と連携し、観光情報やイベント等にてま

ちの魅力を発信することで観光客誘致につなげ、まちのにぎわいを創出します。 

 

 

 近隣区と連携した観光振興の推進 

 観光客の視点で、近隣区と連携した観光情報の発信と舟運事業を始めとし、区を超えた広域的な

観光ルートの創出を行い観光客のニーズに沿った観光を推進します。 

 

  

（全国交流物産展 in 新橋） 

(商店街を巡るスタンプラリー) 
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（２）東京 2020 大会を契機とした新たな観光需要の持続・発展 

① 東京 2020 大会を契機とした新たな観光需要を持続・発展させる取組 

東京 2020 大会による観光需要を一過性のものとはせず、そのにぎわいを継続し、再訪したいまちとな

るような取組を行います。 

 

＜主な取組＞ 

 区民の国際交流や商店街等の地域経済活動の活性化 

 お台場海浜公園が水泳（マラソンスイミング）とトライアスロンの会場であることや区内に宿泊

施設を多数有することを活かし、区民の国際交流や来訪者の商店街等への回遊を図り、大会終了

後も観光需要を維持させます。 

 

② 新駅等の開業やリニア中央新幹線の完成を契機とした新たな観光需要を持続・発展させる取組 

 JR 東日本山手線高輪ゲートウェイ駅、東京メトロ日比谷線虎ノ門ヒルズ駅の開業を契機としてまち歩

き等の観光需要の創出と発展に、今後完成予定のリニア中央新幹線の開業に向け、品川駅や沿線地域と

の連携に取り組みます。 

 

＜主な取組＞ 

 新駅周辺地域の賑わいづくりに向けた取組  

 JR 東日本山手線高輪ゲートウェイ駅、東京メトロ日比谷線虎ノ門ヒルズ駅の開業により駅周辺

に新たな街が形成されているため、観光ボランティアによるまち歩きツアーの実施や観光情報

誌への掲載等により注目度を高め、観光客の誘致及び周辺地域の賑わいの創出をめざします。 

 

 リニア中央新幹線の始発駅である品川駅や沿線地域と連携した取組 

 リニア中央新幹線の始発駅が品川駅になることから、沿線地域

とのつながりを深め、まちの魅力を発信していける関係の構築

を検討します。 

 

 

③ 新たな観光需要増加の機会に対応した取組 

今後発生する新たな観光需要増加の機会を逃さず、港区の観光振興の推進につなげる取組を行います。 

 

＜主な取組＞ 

 臨海副都心青海地区の大型クルーズ船舶拠点整備等、新たな観光需要に対応した観光振興 

 臨海副都心青海地区に開業した大型クルーズ船舶拠点

「東京国際クルーズターミナル」や竹芝地区など国や東

京都が進める新たな観光需要増加の機会に対応し、情報

発信や賑わいづくり等の観光振興の取組を行います。 

 

 

民泊サービスへの対応 

 区民や事業者等に適切な情報提供等を行い、区民の安全・安心な生活環境を確保するとともに、

利用者が区内を回遊するような観光振興、商店街振興に資する活用を検討します。 

 

（東京国際クルーズターミナル） 

 

（品川駅） 
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施策５ 観光統計の活用とマーケティングの実施 

 
港区が実施する観光施策について、効果の検証や課題の分析を行うことで、より効果的で実効性の高い

施策を展開することをめざします。また、PDCA（Plan・Do・Check・Action）サイクルを繰り返し、取組

の質を向上させるために、観光統計データやマーケティング手法を積極的に活用します。 

 

SDGs のゴールとの関係 

 

 

 

 

（１）観光関連統計の分析・活用による市場動向の把握 

① 基礎的な観光統計データの収集・分析 

観光振興を根拠に基づき実施するため、港区の観光施策に関連する基礎的な観光統計データの収集・分

析を行います。 

 

＜主な取組＞ 

 観光動態基礎調査の継続実施 

 ３年ごとに行っている観光動態基礎調査を継続して実施することで、訪日外国人や日本人観光

客の動向や観光関連施設における利用状況等について調査します。 

 

② 各種データの分析・活用 

国、東京都及び民間企業等が実施する様々な調査や統計を活用し、観光統計データの整備と分析を進め

ます。 

 

＜主な取組＞ 

 オープンデータの活用 

 経済センサス等の基礎統計、観光庁、日本政府観光局（JNTO）及び東京都の統計調査のほか、民

間企業や団体等が提供するオープンデータを活用し、観光に関する現状や課題、傾向を分析し、

港区の観光振興の推進に活用します。 

 

（２）観光マーケティングへの活用 

① 観光マーケティングへの活用 

 港区における観光の状況を把握し、より実効性が高く、観光客の行動段階に合わせた観光施策を打ち

出せるよう、観光マーケティングへの活用を検討します。 

 

＜主な取組＞ 

 観光客の行動段階に応じたマーケティング戦略の検討 

 観光客の行動段階に応じたマーケティング戦略を検討します。 

 

統計・データの分析・活用による市場動向の把握と 
マーケティングへの活用 

施策４ 
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施策１ 戦略的シティプロモーションの推進 

 
国内外の多くの人々が港区を知り、興味や関心を抱くとともに、港区を訪れた観光客の周遊を促進し、

満足度を高め、再び訪れてもらうために、多彩かつ豊富な観光資源を有する港区の魅力やブランドを国

内外に広く発信する効果的なプロモーションを実施します。平成 28（2016）年５月に策定した「港区シ

ティプロモーション戦略」と連動しながら、シティプロモーションの取組を推進します。 
 

 

SDGs のゴールとの関係 

 

 

 

 

（１）観光情報の収集・管理と発信手段の多様化 

① 情報収集機能の充実とシティプロモーションの推進 

港区の魅力を最大限に伝えるため、観光に関する情報の収集機能を充実するとともに区民、民間、近隣

区を含めた全国各地域とともにシティプロモーションを推進します。 
 

＜主な取組＞ 

 港区ワールドプロモーション映像の発信 

 その時代の港区のワールドプロモーション映像を制作し、港区ホームページ及び YouTube 等で

国内外に発信します。海外からの観光客誘致のため多言語で制作します。 

 

 

 

 

 

 

 「MINATO シティプロモーションクルー認定事業」の推進 

 区とともに港区の魅力やブランドを国内外に広く発信する個人や団体（企業等を含む）を「クル

ー」と位置づけ、その取組を「MINATO シティプロモーションクルー認定事業」として認定し、

活動経費の一部を助成します。 
 

募集区分 活動内容等 

区分Ａ 港区の魅力発信に寄与しうるコンテンツ（ポスター、冊子、映像、ＰＲ製品等）

の制作、発信に対する助成 

区分Ｂ 港区が作成したＰＲツール等（プロモーション映像、観光ガイドブック等）の

活用、発信協力に対する助成 

区分Ｃ 港区のブランドや魅力を国内外に発信し、広めることに寄与する取組の認定及

び支援 

（日本語）          （英語版）          （中国語版）         （ハングル版） 

 

戦略的なシティプロモーションの推進 施策５ 



 

64 

 

 

 「シティプロモーションシンボルマーク」の活用促進 

 港区の魅力やブランド、都市イメージを伝えるシティプロモーションシンボルマークの活用を

促進するため、イベントでの使用、区職員の公務連絡カードのほか MINATO シティプロモーショ

ンクルーや民間企業でも使用してもらうなど、活用を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京都等の観光パンフレットやガイドブックへの港区情報の掲載促進 

 東京都等が発行する観光パンフレットやガイドブック等に情報

が掲載されるように、積極的に情報を提供します。 

 

 

 

 

 全国各地域への対外的なシティプロモーションの推進 

 関連自治体で実施されるイベント等に出席し、港区の多彩な魅力を全国に発信します。 

 

 SNS、VR9、AR10等の情報発信技術の活用 

 SNS による拡散力ある発信や VR10、AR11等の最新技術を活用した観光情報発信を行います。 

 

 港区観光情報の収集・管理 

 一般社団法人港区観光協会等で情報を集め、一元管理を行います。 

 

 新規 国内外に向けたプロモーション 

 新型コロナウイルス感染症による海外からの観光客減少に伴い、日本人観光客に向けたプロモ

ーションと海外旅行の再開を見込んだ国外向けのプロモーションをそれぞれ行う必要がありま

す。国内向けと国外向け、それぞれ有効なプロモーションを実施します。 

                                                   
 
10 Virtual Reality（仮想現実）の略。コンピューターの中で、現実に近い仮想空間を表現する技術のこと。 

11 Augmented Reality（拡張現実）の略。コンピューターを利用して、現実の風景に情報を重ね合わせて表示する技術のこと。 

活動指標 
現状見込値 

令和２（2020）年度 

計画目標値 

令和５（2023）年度 

シティプロモーションシンボル

マークの利用申請件数 
３件 15 件 

  

（東京都トラベルガイド） 

 
 

（ピンバッチ） 
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 港区の統一的なブランドイメージの向上に向けた取組 

 シティプロモーションシンボルマークの６色の都市イメージを更に向上させ、観光客に選ばれ

る都市であるための取組を検討します。 

 

 

② ICT11等の活用による効果的な情報発信 

多くの人々に伝わりやすく、多くの観光客に利用されている情報収取手段に対応した情報発信を行う

ため、観光客のニーズに合わせて最新の ICT12等を活用した効果的な情報発信を行います。 
 

＜主な取組＞ 

 魅力的な観光マップ、観光ガイドブック等による観光情報発信 

 観光マップ、観光ガイドブック等の電子媒体を活用して発信します。 

 

 

 

 

 観光情報の SNS による配信 

 区のイベント情報や観光モデルコースを紹介する観光情報を広く拡散してもらうため、SNS 等で

配信します。 

 

 デジタルサイネージを活用した広報活動 

 デジタルサイネージを活用し、区有施設や観光スポット等において、一般社団法人港区観光協会

や観光関係事業者等と連携して、即時的な情報発信や高い訴求力を活かした広報活動を行いま

す。 

 

 一般社団法人港区観光協会ホームページの更なる充実 

 港区の観光情報は一般社団法人港区観光協会のホームペ

ージに集約し、利用者が観光情報を分かり易く入手でき

るよう支援するとともに一般社団法人港区観光協会と協

力し、更なる環境整備をします。 

 

 

 

③ 新たな観光需要を見据えた観光情報の多言語化の推進 

新型コロナウイルス感染症からの観光需要回復状況に合わせ、観光情報を多言語で発信していきます。 

 

＜主な取組＞ 

 新規 多言語に対応した外国人向け観光情報の充実 

 海外からの観光客の回復状況に合わせて、多言語対応した観光マップ等のデジタル配信を促進す

るとともに、外国人に向けたコンテンツの充実を図り情報提供を行います。 

                                                   
 
12 Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。情報・通信に関する技術の総称。 

（一般社団法人港区観光協会ホームページ） 

（港区観光マップ） 
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（２）観光客の視点に立った情報発信の強化 

① 来訪目的に応じた観光情報の発信 

 観光目的以外の人の区内周遊につなげるよう、通勤・通学を始めビジネス、ショッピングの人にも届く

観光情報発信を行います。 

 

＜主な取組＞ 

 港区内のマスメディアの積極的な活用 

 港区内に多くあるテレビ局等マスメディアと連携、協力し港区の露出機会の増加を図り、日本国

内を中心とした多くの人に港区の魅力を発信して行きます。 

 

 知名度の高い観光雑誌等の媒体を活用した効果的な情報発信 

 多くの人に豊富で、多彩な港区の観光情報を周知し、港区への興味、

関心や来訪意欲を高めるため、一般社団法人港区観光協会が行う知名

度の高い観光雑誌と連携した観光情報誌の発行を支援します。 

 

 

 

 

 新規 航空機内誌等を活用した情報発信   

 航空機内誌等に港区観光情報を掲載し、日本及び東京への来訪者に対し、港区の魅力を発信し来

訪を喚起します。 

 

 新規 観光客、来訪者の目線に立った地域ごとの観光   

 区を訪れる観光客や通勤、通学等様々な目的に応じた人にその地域ごとの観光情報を届けるこ

とで、区内の観光振興、商店街振興等につなげ区の観光を推進します。 

 

 新規 タイムリーな情報発信  

 都内で最多の客室数を有するホテル等の宿泊者に向け、季節に応じた区内の観光スポット、周遊

ルート等を紹介する観光情報「とっておきの港区」に二次元コードを活用し発信します。 

 

 

  

活動指標 
現状見込値 

令和２（2020）年度 

計画目標値 

令和５（2023）年度 

シティプロモーションツール「とっ

ておきの港区」の協力宿泊施設数 
57 施設 75 施設 

（るるぶ特別編集「今日、どこ行く？」） 
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施策・取組一覧 

 

施策 方針 事業 主な取組 

１ 

快適で安全・

安心な都市観

光を満喫でき

る環境づくり 

(1)日本・東京の

玄関口としての

観光案内機能の

充実 

①観光案内所の拡充及び機

能強化 

港区観光インフォメーションセンターの拡充(P.46) 

芝五丁目複合施設における港区観光インフォメーションセンターの整備(P.47) 

②観光情報インフラの整備 

Wi⁻Fi(公衆無線LAN)の整備による通信環境の改善(P.47) 

観光・街区案内標識の充実によるまち歩きの利便性向上(P.47) 

AIを活用した観光案内機能の検討(P.47) 

③観光ハブ・ゲートウェイ

機能の整備 
公共交通機関を活用した全国への観光ルート開発(P.48) 

(2)新型コロナウ

イルス感染症の

状況に応じた観

光客の受入体制

の整備 

①近隣観光・地元観光の推

進 

区民、都民が地元の魅力を再発見し、シビックプライドが醸成される取組づくり(P.48) 

地区ごとの魅力づくり(P.48) 

区民や近隣住民に向けた観光情報の発信(P.48) 

日本人観光客に向けた魅力発信(P.48) 

②キャッシュレスの推進 
各事業におけるキャッシュレス導入(P.48) 

キャッシュレス導入店の拡充(P.49) 

③デジタル技術の活用 

バーチャルによる観光の促進(P.49) 

オンラインの活用(P.49) 

AIや5G等を活用した観光情報発信(P.49) 

観光施設等の混雑状況の情報発信(P.49) 

(3)安全・安心で

誰もが楽しめる

観光基盤の整備 

①多言語による多様な情報

の提供 

緊急時の迅速な情報伝達の仕組みの構築と活用促進(P.49) 

港区国際防災ボランティアによる外国人サポート体制づくりと活用促進(P.49) 

②外国人の習慣等への対応 

おもてなし力向上のための外国人の習慣等の情報提供(P.50) 

おもてなしマインドの醸成(P.50) 

ムスリムの習慣に対応した受入環境の整備(P.50) 

アレルギーや宗教等に配慮した案内表示の周知(P.50) 

③バリアフリー観光の推進 

「バリアフリーまち歩きMAP in 港区」の活用促進(P.51) 

バリアフリーに対応した施設等を組み合わせた観光ルートの開発(P.51) 

ユニバーサルデザインに配慮した歩行空間の整備(P.51) 

④観光関係事業者等との連

携による緊急時の対応策の

構築 

観光客の安全・安心を守るための防災情報の提供(P.52) 

⑤観光ボランティアの支援

及び連携 

観光ボランティアの支援(P.52) 

港区観光ボランティアの会との連携促進(P.52) 
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施策 方針 事業 主な取組 

２ 

観光資源の発

掘・活用と観

光ルートの創

出 

(1)多彩な魅力や

各地区の特性を

生かした観光資

源の開発 

①各地区の特色ある観光資

源の発掘 

芝地区の取組(P.53) 

麻布地区の取組(P.53) 

赤坂地区の取組(P.53) 

高輪地区の取組(P.53) 

芝浦港南地区の取組(P.54) 

②港区の歴史、文化、産

業、景観等を活用した観光

資源の創出 

歴史資源を活用したまち歩き等の実施(P.54) 

歴史的建造物の活用(P.54) 

インフラツーリズムの促進(P.54) 

島しょへの玄関口としての観光ルートの構築 (P.54) 

島しょ地域との連携による観光振興の取組(P.54) 

港区観光フォトコンテストの支援(P.55) 

ものづくり・商業観光フェアの支援(P.55) 

③大使館等との連携による

観光事業の魅力向上 

大使館等と連携した観光情報の発信(P.55) 

大使館等を巡るまち歩きツアーの実施(P.55) 

④地域特性を生かした観光

振興の推進 

港区内観光関係者等の連携会議の開催(P.56) 

DMOの設置・活動の支援(P.56) 

MICE誘致に向けた民間の取組の支援(P.56) 

地域の観光資源目的に合わせた観光振興(P.56) 

⑤新たな観光の魅力を活用

した観光資源の開発 

劇場やアート鑑賞等の文化芸術を目的としたツーリズムの促進(P.56) 

東京2020大会等を契機としたスポーツツーリズムの推進(P.56) 

「食」の観光資源としての活用(P.56) 

ナイトタイムエコノミーの推進(P.57) 

「祭り」の観光資源としての活用(P.57) 

(2)新しい生活様

式に応じたまち

歩きルート・観

光ルートの開発 

①港区の特性を生かしたま

ち歩きルートの開発 

水辺資源を活用した観光体験の開発(P.57) 

魅力的な観光ルートの形成と人気の高い観光ルートの定番化(P.57) 

定期的なまち歩きツアーの実施と評価・改善の継続(P.57) 

②周遊性の高い観光ルート

の開発 

自転車シェアリングを活用した観光ルートの開発(P.58) 

「密」を避けた観光ルートの充実(P.58) 

３ 

多様な主体と

の連携による

観光振興と観

光関連産業の

育成 

(1)区民、民間、

全国各地域と連

携した観光振興 

①区民と連携した観光振興 港区観光大使の活用(P.59) 

②民間と連携した観光振興 

伝統工芸産業の保護・育成支援(P.59) 

民間との連携による観光情報の提供(P.59) 

商店街への観光客誘致の支援(P.60) 

まちづくりとの連携による観光資源の創出(P.60) 

③近隣区を含めた全国各地

域と連携した観光振興 

商店街と全国各地域との交流物産展の開催(P.60) 

全国各地域と連携した観光振興の推進(P.60) 

近隣区と連携した観光振興の推進(P.60) 

(2)東京2020大

会を契機とした

新たな観光需要

の持続・発展 

①東京2020大会を契機と

した新たな観光需要を持

続・発展させる取組 

区民の国際交流や商店街等の地域経済活動の活性化(P.61) 

②新駅等の開業やリニア中

央新幹線の完成を契機とし

た新たな観光需要を持続・

発展させる取組 

新駅周辺地域の賑わいづくりに向けた取組(P.61) 

リニア中央新幹線の始発駅である品川駅や沿線地域と連携した取組(P.61) 

③新たな観光需要増加の機

会に対応した取組 

臨海副都心青海地区の大型クルーズ船舶拠点整備等、新たな観光需要に対応した観光振興(P.61) 

民泊サービスへの対応(P.61) 
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施策 方針 事業 主な取組 

４ 

統計・データ

の分析・活用

による市場動

向の把握とマ

ーケティング

への活用 

(1)観光関連統計

の分析・活用に

よる市場動向の

把握 

①基礎的な観光統計データ

の収集・分析 
観光動態基礎調査の継続実施(P.62) 

②各種データの分析・活用 オープンデータの活用(P.62) 

(2)観光マーケテ

ィングへの活用 

①観光マーケティングへの

活用 
観光客の行動段階の応じたマーケティング戦略の検討(P.62) 

５  

戦略的なシテ

ィプロモーシ

ョンの推進 

(1)観光情報の収

集・管理と発信

手段の多様化 

①情報収集機能の充実とシ

ティプロモーションの推進 

港区ワールドプロモーション映像の発信(P.63) 

「MINATOシティプロモーションクルー認定事業」の推進(P.63) 

「シティプロモーションシンボルマーク」の活用推進(P.64) 

東京都等の観光パンフレットやガイドブックへの港区情報の掲載促進(P.64) 

全国各地域への対外的なシティプロモーションの推進(P.64) 

SNS、VR、AR等の情報発信技術の活用(P.64) 

港区観光情報の収集・管理(P.64) 

国内外に向けたプロモーション(P.64) 

港区の統一的なブランドイメージの向上に向けた取組(P.65) 

②ICT等の活用による効果

的な情報発信 

魅力的な観光マップ、観光ガイドブック等による観光情報発信(P.65) 

観光情報のSNSによる配信(P.65) 

デジタルサイネージを活用した広報活動(P.65) 

一般社団法人港区観光協会ホームページの更なる充実(P.65) 

③新たな観光需要を見据え

た観光情報の多言語化の推

進 

多言語に対応した外国人向け観光情報の充実(P.65) 

(2)観光客の視点

に立った情報発

信の強化 

①来訪目的に応じた観光情

報の発信 

港区内のマスメディアの積極的な活用(P.66) 

知名度の高い観光雑誌等の媒体を活用した効果的な情報発信(P.66) 

航空機内誌等を活用した情報発信(P.66) 

観光客、来訪者の目線に立った地域ごとの観光(P.66) 

タイムリーな情報発信(P.66) 

※着色は新規取組 
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   シティプロモーションシンボルマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   シティプロモーション戦略に掲げる６つの都市イメージとイメージカラー 

 

 

 

 

 

 

  

６ （参考）シティプロモーションシンボルマーク 
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第４章 

実現に向けた推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

©浜松町・芝・大門マーチング委員会

実現に向けた推進体制 
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 第３次港区観光振興ビジョンの実現に向けた推進体制の概要は以下のとおりです。区民、民間、全国各

地域など観光を支える 10 の力との連携により、「住まう人々にとっても、訪れる人々にとっても利便性

と快適性に富み、“楽しく、ワクワクするまち”」、「“住んでみたい、訪れてみたいまち”をめざす地域づ

くり」の実現を通して、「訪れたくなるまち、憧れの港区」をめざします。 

図表 48：実現に向けた推進体制の概要 

 

 

 

  

１ 実現に向けた推進体制の概要 
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各主体の役割は以下のとおりです。港区と一般社団法人港区観光協会が観光施策の実現に向けて強固

に連携するとともに、区民、民間、全国各地域など観光を支える 10の力を活用し、各主体と連携・協

働して観光振興を推進します。 

 

（１） 港区観光振興の中枢となる主体の役割 

① 港区の役割 

港区は、第３次港区観光振興ビジョンの実現に向けて、ビジョンに掲げる取組を推進するため、観

光振興施策の企画・立案・実施・進捗までの総合管理と行うとともに、国や東京都、関連団体等との

連携及び調整を行います。 

また、観光政策担当が所管する会議体による評価・改善等の進捗管理体制の構築や、全庁横断的な

連携による観光振興に関連する基盤整備、関連団体や地域等による観光振興の取組への支援及び機運

の醸成などに取り組みます。 

さらに、一般社団法人港区観光協会との更なる連携体制を構築し、区民、民間、全国各地域などと

の連携の力を活用しながら、効果的かつ継続性の高い観光振興に取り組んでいきます。 

 

② 一般社団法人港区観光協会の役割 

  一般社団法人港区観光協会は、多種多様な観光関係事業者等で構成された団体であり、区からの補

助事業や受注事業を通じて区の観光政策の一翼を担っています。第３次港区観光振興ビジョンの実現

に向けて、区と連携し、会員企業間のネットワークを生かした事業展開が期待されます。協会の活動

の更なる活性化の方法を検討し、情報発信や観光客受入環境の整備などを主体的に進めるなど、将来

的には観光地域づくりの舵取り役（日本版 DMO 等）として「観光地域マーケティング・マネジメン

ト」の役割・機能をめざします。 

 

図表 49：港区及び一般社団法人港区観光協会の役割 

 

 

 

（２）港区の観光を支える１０の力 

① 区民（区内在住・在学・在勤者）の役割 

区民は、港区への愛着を深め、日常的に自身が観光客として港区観光を楽しむとともに、豊富な観

光体験や港区に関する様々な知識をもとに、港区へ訪れる観光客を受け入れる担い手や情報発信の担

い手となることが期待されます。 

一般社団法人港区観光協会港 区

○観光振興施策の企画･立案
○観光振興施策の実施
○観光振興ビジョンの総合管理
○国･都、関係団体との連携･調整
○全庁横断的な観光振興の基盤整備
○関係団体への支援 など

目指す方向

○観光振興事業の企画立案・実施
○区、観光ボランティアとの連携
○会員ネットワークの活用
○会員メリット向上による活性化
○観光情報の発信
○観光客受入環境の整備 など

目指す方向

将来を見据えた効果的かつ
継続性の高い観光振興の実現

観光地域マーケティング･
マネジメントとしての機能･活動

役割の明確化
による

効果的かつ
効率的な

事業の実施

２ 各主体の役割 
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② 民間（企業、大学、NPO 等）の役割 

  民間は、各事業者の人材、製品やサービス、資金や情報を活用した非常に活発な事業活動を通じ

て、港区の新たな観光資源の開発や賑わいの創出等、第３次港区観光振興ビジョンの様々な事業、取

組の担い手となることが期待されます。 

 

③ 全国各地域の役割 

  全国の特色ある地域との連携により、港区にはない観光資源の提供、魅力的な情報発信や賑わいづ

くりを実現します。また、観光振興活動を通じて、港区と全国各地域との連携が継続的に強化される

ことが期待されます。 

 

④ 港区産業団体連合会の役割 

  港区産業団体連合会は、中小企業活動の向上と活性化をめざし、さまざまな活動を行っており、

「港区ものづくり・商業観光フェア」では匠の技を未来に継承することを目的として産業、商業、観

光、それぞれの角度から港区の魅力を紹介する等、観光振興の担い手となることが期待されます。 

 

⑤ 港区商店街連合会の役割 

  港区商店街連合会は、日頃の商業活動を通じて港区の貴重な観光資源である商店街の魅力を発信す

るとともに、賑わいを創出するイベントの企画や実施、外国人観光客への対応（多言語対応、おもて

なし力向上等）を含めた受入環境を整備し、観光振興の担い手となることが期待されます。 

 

⑥ 東京商工会議所港支部の役割 

  東京商工会議所港支部は、会員交流事業、国際化支援（おもてなし力向上等）、研修やセミナー等

の開催を通じて、港区の観光振興の担い手となることが期待されます。 

 

⑦ 一般財団法人港区国際交流協会の役割 

  港区国際交流協会は、会員のボランティア活動や各種イベントの活動において、港区のまち歩きを

通じた日本人と外国人の交流の機会の創出などを通じて、港区の観光振興の担い手となることが期待

されます。 

 

⑧ 港区社会福祉協議会の役割 

  港区社会福祉協議会は、バリアフリー観光の推進において、高い専門性を持った知見や知識を提供

し、誰もが港区での観光を楽しむことができる体制整備を推進することが期待されます。 

 

⑨ 港区観光ボランティアの役割 

  港区観光ボランティアは、まち歩きを通じて国内外から港区を訪れる観光客のニーズにきめ細かく 

対応し、港区の多彩な魅力を直接発信していく担い手として、様々なテーマのツアーを企画・実施し 

自主的な活動を行っています。ツアーを通じて、港区への理解や愛着を更に深めるほか、多言語対応 

や多様な文化への理解を醸成し、継続的な観光ボランティア活動を展開することが期待されます。 

 

⑩ 港区観光大使の役割 

 港区に縁があり、港区に愛着を持ち、港区を積極的に国内外にアピールする港区観光大使は、名刺を

活用した観光 PR や SNS などを活用した情報発信を通じて、区の観光をはじめとしたさまざまな情報や

地元の人ならではの情報等を発信し、観光振興の担い手となることが期待されます。 
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第３次港区観光振興ビジョンは、港区観光政策担当が関係各課をはじめ一般社団法人港区観光協会、

区民、民間、全国各地域など観光を支える 10 の力と連携し、取組を実施しつつ、定期的に進捗を管理

します。また、定期的に成果を検証し必要な改善策を検討するなど、計画（Plan）、実行（Do）、点検・

評価（Check）、改善・見直し（Action）の PDCA サイクルの好循環（スパイラルアップ）を生み出すこ

とにより、「訪れたくなるまち、憧れの港区」の実現をめざします。 

 

図表 50：実現に向けた PDCA サイクルの好循環（スパイラルアップ） 

 

 

 

  

３ 第３次港区観光振興ビジョンの進捗管理の方針 
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資料編 
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（１）調査の概要  

港区の観光スポットに訪れた訪日外国人旅行者を対象に、街頭での調査員による対面アンケート

を行った「外国人来訪者調査」とともに、港区内の宿泊施設に宿泊している訪日外国人旅行者を対象

に、宿泊施設のスタッフに配布、回収の協力を得て「外国人宿泊者調査」を実施した。 

外国人来訪者調査では、都内宿泊施設の種類と場所を聞き、外国人宿泊者調査では宿泊している施

設を選んだ理由を聞いた。 

両調査ともに、国・地域の特性をみるため、居住地別に必要サンプル数の下限を設定した。 

外国人来訪者調査と外国人宿泊者調査を合わせた 1,011 サンプルの集計・分析を行った。 

（２）外国人来訪者調査 

① 調査期間 

令和元（2019）年 10 月１ 日～10 月 31 日 

② 調査地点 

７地点（東京タワー、六本木ヒルズ、東京メトロ表参道駅、京急ツーリストインフォメーションセンター品

川駅、マクセル アクアパーク品川、お台場海浜公園、お台場海浜公園駅） 

③ 調査対象者 

港区を訪れた訪日外国人旅行者 

④ サンプル数の設定 

国・地域の特性をみるため、居住地別に回収サンプル数を設定し、計 550 サンプル以上 

中国・台湾 各 100 サンプル以上 

米国（カナダを含む）・ヨーロッパ 各 75 サンプル以上 

香港 60 サンプル以上 

東南アジア・オーストラリア・その他 40 サンプル以上 

韓国 20 サンプル以上 

⑤ 対応言語 

英語、中国語（繁体字、簡体字）、韓国語 

⑥ サンプル回収数 

700 サンプル  

（３）外国人宿泊者調査 

① 調査期間 

令和元（2019）年 11 月１日～令和２（2020）年１月 15 日 

② 調査地点 

港区内宿泊施設 18か所及び東京タワー、東京メトロ表参道駅、お台場海浜公園 

③ 調査対象者 

港区内の宿泊施設に宿泊した訪日外国人旅行者 

④ サンプル数の設定 

250 サンプル以上 

⑤ 対応言語 

英語、中国語（繁体字、簡体字）、韓国語 

⑥ サンプル回収数 

311 サンプル  

１ 訪日外国人調査 
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＜主な調査結果＞ 

居住地別の訪問回数【単一選択】 

 全体では、「１回目」（48.9％）が５割近くで最も高く、次いで、「２回目」（16.5％）、「６～９回目」

（8.2％）と続いている。 

 居住地別にみると、「１回目」はヨーロッパ（71.0％）で７割を超え、オーストラリア（59.6％）で

６割、米国・カナダ（57.3％）で６割近くとなっている。一方、「２回目」は韓国（26.1％）で２割

半ば、米国・カナダ（20.0％）で２割、東南アジア（19.5％）で２割となっている。韓国と台湾、

香港では「２回目」の割合が「１回目」を上回っている。 
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居住地別の旅行手配方法【単一選択】 

 全体では、「往復航空（船舶）券や宿泊等を個別に手配した」（85.9％）が８割半ばで最も高く、次

いで、「往復航空（船舶）券と宿泊等がセットになった個人旅行向けパッケージ商品を利用した」

（9.7％）、「旅行会社等が企画した団体ツアーに参加した」（3.9％）と続いている。 

 居住地別にみると、「往復航空（船舶）券や宿泊等を個別に手配した」は米国・カナダ（99.1％）で

約 10 割、ヨーロッパ（96.2％）と韓国（95.7％）で９割半ばとなっている。一方、「往復航空（船

舶）券と宿泊等がセットになった個人旅行向けパッケージ商品を利用した」は中国（26.1％）で２

割半ば、香港（10.8％）で約１割、台湾（9.6％）で１割となっている。 
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港区内の訪問先（予定を含む）【複数選択】 

 全体では、調査地点である「東京タワー」（62.2％）が６割を超えて最も高く、次いで、「六本木」

（37.5％）、「六本木ヒルズ」（35.4％）と続いている。調査地域以外では、「レインボーブリッジ」

（20.3％）が最も多かった。 
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 居住地別にみると、「東京タワー」は中国（77.0％）で８割近く、オーストラリア（68.1％）で６割

近く、韓国（60.9％）で約６割となっている。「六本木」は韓国（60.9％）で約６割、ヨーロッパ

（49.0％）で約５割近く、中国（36.1％）で３割半ばとなっている。 
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港区内訪問地での目的【複数選択】 

 全体では、「日本食を食べること」（71.5％）が７割超えで最も高く、次いで、「自然・景勝地・庭園

観光」（54.3％）、「ショッピング」（47.9％）と続いている。 
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 居住地別にみると、「日本食を食べること」は、韓国（82.6％）で８割を超え、オーストラリア（80.9％）

で約８割、香港（80.0％）で８割となっている。 
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港区内ナイトライフでの目的【複数選択】 

 全体では、「日本食を食べること」（44.5％）と「展望台/夜景・ライトアップ」（44.2％）が４割半

ばで最も高く、次いで、「日本の酒を飲むこと」（23.8％）と続いている。 
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 居住地別にみると、「日本食を食べること」は、オーストラリア（57.7％）で６割近く、米国・カナ

ダ（51.0％）で５割を超え、韓国（50.0％）で５割となっている。「展望台/夜景・ライトアップ」

は中国（62.3％）で６割を超えている。 
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日本滞在中の支出金額【自由記述】 

 今回の日本滞在中の費目別の消費額合計金額を、消費額の回答のあったサンプル数で割って算出し

た 1 人あたりの観光消費額は以下の通りとなった。 

 区内消費額の内訳比率は、「宿泊費」（46.4％）が４割半ばで最も高く、次いで、「飲食費」（20.7％）、

「土産代」（19.8％）と続いている。 

   
 

 全国消費額の内訳比率は、「宿泊費」（38.2％）が４割近くで最も高く、次いで、「飲食費」（20.6％）、

「土産代」（19.7％）と続いている。 
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出発前の旅行情報の入手先【複数選択】 

 全体では、「その他インターネット」（31.4％）と「個人のブログ」（31.1％）が３割を超えて最も高

く、次いで、「SNS（Facebook/Twitter/微信等）」（27.4％）と続いている。 
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 居住地別にみると、「その他インターネット」は、米国・カナダ（45.5％）とヨーロッパ（44.3％）

で４割半ば、東南アジア（38.3％）で４割近くと続いている。「個人のブログ」は韓国（52.2％）で

５割超えとなり、台湾（44.3％）で４割半ば、香港（41.5％）で４割超えとなっている。「SNS

（Facebook/Twitter/微信等）」は中国（47.4％）で最も高く、「口コミサイト（トリップアドバイザ

ー等）」はヨーロッパ（45.7％）で、「動画サイト（YouTube/土豆網等）」は米国・カナダ（26.4％）、

「日本政府観光局ホームページ」は台湾（36.5％）、「旅行ガイドブック」はヨーロッパ（35.2％）

となっている。 
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滞在中の旅行情報の入手先【複数選択】 

 全体では、「インターネット（スマートフォン）」の割合が 43.7％で最も高く、「インターネット（タ

ブレット）」が 35.5％、「インターネット（パソコン）」が 22.8％、「空港の観光案内所」が 20.7％

と続いている。 
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 居住地別にみると、「インターネット（スマートフォン）」は、米国・カナダ（64.5％）で６割半ば、

ヨーロッパ（63.8％）で６割を超え、東南アジア（60.9％）で約６割となっている。中国では「イ

ンターネット（スマートフォン）」（54.8％）で５割半ばと最も高く、次いで、「空港の観光案内所」

（26.1％）と続いている。 
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居住地別港区訪問時の満足度【単一選択】 

 全体では、「大変満足」（47.7％）が５割近くと最も高く、次いで「満足」（40.1％）、やや満足（6.4％）

と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（94.2％）は９割

半ばとなっている。 

 居住地別にみると、『満足』は、台湾（96.5％）が最も高く、次いで、ヨーロッパとオーストラリ

アが 95.7％、米国・カナダ（95.5％）の順となっている。一方、韓国では、78.3％に留まってい

る。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「最も満足した訪問地」では、「東京タワー」、「お台場」など

となっている。「最も満足した体験」では、「寿司を食べたこと」、「居酒屋」など食事に関する体験

と「礼儀正しい日本人」、「サービスの良さ」など人やサービスに関するものなどとなっている。 
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港区訪問時の目的と満足度【単一選択】 

 「港区内訪問地での目的」の上位 10 項目で相関を見たところ、いずれも高い満足度となってい

る。「大変満足」は「日本の歴史・伝統文化体験」（57.1％）が６割近く、「日本のポップカルチャ

ーを楽しむ（ファッション・アニメ等）」（56.3％）が５割半ば、「日本の日常生活体験」（54.7％）

が５割半ばとなった。 
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居住地別港区内買物の満足度【単一選択】 

 全体では、「満足」（40.5％）が４割と最も高く、次いで「大変満足」（30.8％）、「やや満足（10.2％）」

と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（81.5％）は８割

を超えている。 

 居住地別にみると、『満足』は、台湾（92.0％）が最も高く、次いで、東南アジア（89.5％）、香港

（88.9％）の順となっている。一方、韓国（68.4％）は７割近くに留まっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足した理由」では、「種類が豊富」や「選択肢が多い」な

ど品揃えの豊富さに満足しているという回答が多くなっている。一方、東南アジアの対象者から

は、「値段が高い」という回答となっている。 
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居住地別港区内多言語での情報提供の満足度【単一選択】 

 全体では、「満足」（32.8％）が３割を超え最も高く、次いで「大変満足」（29.6％）、「やや満足」

（15.5％）と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（77.9％）

は８割近くとなっている。 

 居住地別にみると、『満足』は、東南アジア（85.2％）が最も高く、次いで、香港（83.1％）、中国

（82.2％）の順となっている。一方、韓国（47.8％）は５割近くに留まっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足した理由」としては、「英語のサインが役に立つ」、「英

語を話せる人がいる」という回答が多くなっている。反面、「満足しなかった理由」としては逆に

「英語のサインが少ない」、「英語を話せる人が少ない」という回答となっている。 
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居住地別港区内観光案内所の満足度【単一選択】 

 全体では、「満足」（26.7％）が３割近くと最も高く、次いで「大変満足」（25.9％）、「やや満足」

（9.5％）と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（62.1％）

は６割を超えている。 

 居住地別にみると、『満足』は、香港（83.1％）が最も高く、次いで、中国（79.6％）、台湾（73.0％）

の順となっている。一方、韓国（43.5％）、米国・カナダ（43.6％）、オーストラリア（44.7％）と

低い割合になっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足した理由」は、「観光の役に立った」という回答が多か

った。「英語で対応してもらえる」、「親しみやすい」とスタッフに対する評価も多かった。「満足し

なかった理由」では、「英語が通じない」や「中国語表示が少ない」など言語の点での不満や「観

光案内所が少ない」など施設の少なさに関する回答があった。 
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居住地別港区内通信環境の満足度【単一選択】 

 全体では、「満足」（27.9％）が３割近くと最も高く、次いで「大変満足」（27.0％）、「やや満足」

（15.2％）と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（70.1％）

は７割となっている。 

 居住地別にみると、『満足』は、東南アジア（78.9％）が最も高く８割近くとなっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足した理由」は、「利用できる場所が多い」、「速度が速

い」という回答が多かった。「満足しなかった理由」としては、ヨーロッパの対象者を中心に「い

つでも接続できるわけではない」、「スポットを探しにくい」という回答があった。 
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居住地別港区内決済サービスの満足度【単一選択】 

 全体では、「大変満足」（32.7％）が３割を超え最も高く、次いで「満足」（29.5％）、「やや満足」

（12.7％）と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（74.9％）

は７割半ばとなっている。 

 居住地別にみると、『満足』は、台湾（87.8％）が最も高く８割近くとなっている。一方、韓国（43.5％）

は４割を超えるに留まっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足しなかった理由」として、ヨーロッパの対象者を中心

に、「クレジットカードを使えないお店がある」、「現金で支払わなければならない」という回答が

多くあった。中国の対象者からは、「電子決済で支払えるお店が少ない」という回答があった。 
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居住地別港区内ナイトライフの満足度【単一選択】 

 全体では、「満足」（30.2％）が３割と最も高く、次いで「大変満足」（24.5％）、「やや満足」（11.6％）

と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（66.4％）は６割

半ばとなっている。 

 居住地別にみると、『満足』は、米国・カナダ（74.5％）が最も高く、次いで、中国（70.5％）、韓

国（65.0％）となっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足した理由」は、「夜景がきれい」、「夜でも安全」という

回答が多かった。中国の対象者からの「満足しなかった理由」としては、「お店が閉まるのが早い」

という回答があった。 
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居住地別港区内での安心、安全な滞在の満足度【単一選択】 

 全体では、「大変満足」（57.9％）が６割近くと最も高く、次いで「満足」（24.0％）、「やや満足」

（4.5％）と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（86.4％）

は８割半ばとなっている。 

 居住地別にみると、『満足』は、香港（93.8％）が最も高く、次いで、東南アジア（93.0％）、中国

（88.7％）の順となっている。一方、韓国（73.9％）は７割を超えるに留まっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足した理由」は、「とても安心」、「危険を感じたことがな

い」とする回答が多かった。「満足しなかった理由」として特定の回答は見られなかった。 
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居住地別港区内訪日客の文化・習慣を踏まえた対応の満足度【単一選択】 

 全体では、「大変満足」（35.4％）が３割半ばと最も高く、次いで「満足」（35.1％）、「やや満足」

（10.1％）と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（80.6％）

は約８割となっている。 

 居住地別にみると、『満足』は、東南アジア（86.7％）が最も高く、次いで、中国（86.1％）と台

湾（86.1％）が同率となっている。一方、韓国（60.9％）は約６割に留まっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足しなかった理由」として、中国からの対象者からは、

「常温の水の提供がない」、イスラム教徒の対象者からは、「ハラルフードやラマダンへの理解が

ない」という回答があった。 
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居住地別港区内ホスピタリティの満足度【単一選択】 

 全体では、「大変満足」（47.3％）が５割近くと最も高く、次いで「満足」（28.5％）、「やや満足」

（6.8％）と続いている。「大変満足」､「満足」と「やや満足」の回答を合わせた『満足』（82.6％）

は８割を超えている。 

 居住地別にみると、『満足』は、香港（93.8％）が最も高く、次いで、台湾（92.2％）、中国（89.1％）

の順となっている。一方、韓国（69.6％）は７割に留まっている。 

 記述で具体的に回答を求めたところ、「満足した理由」として、「ホテルやショップのみでなく、通

りがかかりの人など誰もが親切である」という回答が多かった。 
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居住地別港区内項目別の満足度【単一選択】 

 「食事」から「ホスピタリティ」までの項目別満足度をまとめると、「大変満足」､「満足」と「や

や満足」の回答を合わせた『満足』の割合は、「食事」（86.8％）が最も割合が高く、次いで、「安

心、安全な滞在」（86.4％）、「交通機関」（83.8％）と続いている。 

 「観光案内所」（62.1％）は６割を超えるに留まっている。 
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必要な情報【複数選択】 

 全体では、「交通手段」（38.1％）が４割近くと最も高く、次いで、「飲食店」（24.2％）、「無料 Wi-

Fi」（22.7％）と続いている。 
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 居住地別にみると、「交通手段」は台湾（67.0％）で７割近く、香港（46.2％）と中国（46.1％）

で４割半ば、東南アジア（40.6％）で約４割となった。「飲食店」は台湾（38.3％）で４割近く、

香港（32.3％）と東南アジア（31.3％）で３割を超え、中国（26.5％）では３割近くとなっている。 
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港区への再訪意向【単一選択】 

 全体では、「必ず来たい」（55.1％）が５割半ばと最も高く、次いで、「来たい」（32.1％）、「やや来

たい」（7.0％）と続いている。「必ず来たい」､「来たい」と「やや来たい」の回答を合わせた『来

たい』（94.3％）は９割半ばとなっている。 

 居住地別にみると、『来たい』はオーストラリア（100.0％）が最も高く、次いで、台湾（96.5％）、

韓国（95.7％）の順となっている。 
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 再訪意向で「必ず来たい」、「来たい」と「やや来たい」と答えたサンプルに記述で訪問したいとこ

ろを聞いたところ、106 サンプルからの回答を得ている。 

 港区内の具体的なスポットは、「お台場」（26 件）の回答が最も多く、次いで「東京タワー」（21 

件）、「森美術館」（13 件）、「六本木」（11 件）、「アクアパーク品川」（６件）と続いている。 
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港区への再訪時の目的【複数選択】 

 再訪意向で「必ず来たい」､「来たい」、「やや来たい」と答えた方に、次回来られた時に何をした

いかを聞いたところ、全体では、「日本食を食べること」（72.4％）が７割を超えて最も高く、次い

で「自然・景勝地・庭園観光」（55.6％）、「ショッピング」（48.6％）と続いている。 

 

 

 

  



 

109 

 

 

 居住地別にみると、「日本食を食べること」は香港（82.3％）と韓国（81.8％）で８割を超え、オ

ーストラリア（80.9％）で約８割となった。一方、「ショッピング」は、香港（71.0％）で７割を

超え、台湾（62.2％）で６割超え、中国（55.5％）で５割半ばとなっている。 
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 項目別満足度の設問で、「大変満足」、「満足」と「やや満足」の回答を得ていない普通以下のサン

プルを対象に再訪意向をみると、「必ず来たい」、「来たい」と「やや来たい」の回答を合わせた割

合は、「安心、安全な滞在」（88.3％）、「おもてなし」（88.3％）が９割近くと最も低く、次いで「決

済サービス」（89.0％）、「無料 Wi-Fi などの通信環境」（89.4％）と続いている。一方、「多言語で

の情報提供」に満足しないサンプルの再訪意向（93.3％）は９割を超えている。 
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（１）調査の概要 

インターネット調査により、23,000 サンプル以内でスクリーニング調査を行い、そのうち、１年以内

に港区に来訪した旅行者を対象に調査を実施した。 

906 サンプルの回答を得て集計・分析を行った。 

 

① 調査期間 

令和元（2019）年 12 月１日～12 月４日 

② 調査対象者 

１年以内に港区に来訪した旅行者 

③ サンプル数の設定 

年代は均等とし、宿泊旅行者 700 サンプル以上、日帰り旅行者 200 サンプル以上の計 900 サンプ

ル以上（宿泊旅行者にあたっては、関東地方在住者を除く） 

④ サンプル回収数 

906 サンプル 

宿泊旅行者  702 サンプル 

日帰り旅行者 204 サンプル 

 

  

２ 日本人来訪者調査 
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＜主な調査結果＞ 

居住地【単一選択】 

 調査対象者を居住地別でみると、宿泊旅行者は、「大阪府」（12.4％）が１割を超えて最も高く、次

いで「愛知県」（10.5％）、「兵庫県」（8.1％）、「北海道」（8.0％）と続いている。 

 日帰り旅行者は、「東京都」（32.4％）が３割を超えて最も高く、次いで「神奈川県」18.1％）、「埼

玉県」（12.7％）と続いている。 

 

        居住地（宿泊旅行者）           居住地（日帰り旅行者） 
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 調査対象者を地方区分（8区分）別でみると、宿泊旅行者は、「近畿地方」（32.6％）が３割を超え

て最も高く、次いで「中部地方」（24.2％）、「九州地方」（13.1％）と続いている。 

 日帰り旅行者は、「関東地方」（72.1％）が７割を超えて最も高く、次いで「中部地方」（11.8％）、

「近畿地方」（7.4％）と続いている。 

 

    居住地（８地区区分、宿泊旅行者）      居住地（８地区区分、日帰り旅行者） 
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過去 1年間の港区への来訪回数【単一選択】 

 来訪回数は、宿泊旅行者が平均 2.0 回、日帰り旅行者が平均 2.5 回となった。 

 宿泊旅行者の来訪回数を年代別でみると、「50 歳代」（平均 2.9 回）が最も多く、次いで「40 歳代」

（平均 2.3 回）、「30 歳代」（平均 2.0 回）と続いている。 

 日帰り旅行者を年代別でみると、「60 歳代」（平均 2.3 回）および「70 歳以上」（平均 2.3 回）が最

も多く、次いで「50 歳代」（平均 2.0 回）、「30 歳代」（平均 1.9 回）と続いている。 

 

（宿泊旅行者） 

 
（日帰り旅行者） 
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港区内の訪問先【複数選択】 

＜神社・仏閣、史跡＞ 

 全体では、「増上寺」（13.0％）が１割を超えて最も高く、次いで「泉岳寺」（12.6％）、「愛宕神社」

（7.1％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「宿泊」は「増上寺」（14.7％）が１割半ば、「日帰り」は「泉岳寺」（9.8％）

が１割近くと、それぞれ最も高くなっている。 

 

 

＜建物・商業施設＞ 

 全体では、「東京タワー」（28.4％）が３割近くと最も高く、次いで「六本木ヒルズ」（24.4％）、「品

川駅東口」（22.1％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「宿泊」は「東京タワー」（30.8％）が約３割と最も高く、「日帰り」は「東

京タワー」（20.1％）および「東京ミッドタウン」（20.1％）が２割と、それぞれ最も高くなってい

る。 
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＜商店街・ショッピングストリート＞ 

 全体では、「表参道・青山通り・骨董通り」（24.9％）が２割半ばと最も高く、次いで「六本木」

（17.2％）、「赤坂」（13.4％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「表参道・青山通り・骨董通り」は「宿泊」（26.9％）が３割近く、「日帰り」

（18.1％）が２割近くと、それぞれ最も高くなっている。 

 

 

＜公園・庭園・緑地・広場＞ 

 全体では、「芝公園」（11.5％）が１割を超えて最も高く、次いで「新橋駅 SL 広場」（9.3％）、「第

三台場・お台場海浜公園」（6.7％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「芝公園」は「宿泊」（12.3％）が１割を超えて、「日帰り」（8.8％）が１割

近くと、それぞれ最も高くなっている。 
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＜散歩道・景観スポット＞ 

 全体では、「レインボーブリッジ」（13.9％）が１割を超えて最も高く、次いで「神宮外苑」（7.3％）、

「竹芝・日の出桟橋」（4.3％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「レインボーブリッジ」は「宿泊」（15.8％）が１割半ば、「日帰り」（7.4％）

が１割近くと、それぞれ最も高くなっている。 

 

 

＜映画館・劇場・アミューズメント施設＞ 

 全体では、「アクアシティお台場」（9.2％）が約１割と最も高く、次いで「アクアパーク品川」

（7.4％）、「テレビ局の見学」（4.6％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「アクアシティお台場」は「宿泊」（10.0％）、「日帰り」（6.4％）ともに最も

高くなっている。 
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＜美術館・資料館＞ 

 全体では、「国立新美術館」（9.2％）が約１割と最も高く、次いで「サントリー美術館」（5.3％）、

「森美術館」（4.4％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「国立新美術館」が「宿泊」（9.7％）、「日帰り」（7.4％）ともに最も高くな

っている。 

 

 

＜体験学習＞ 

 全体では、「ソニー・エクスプローラサイエンス」（2.8％）が最も高く、次いで「TEPIA 先端技術

館」（1.5％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「宿泊」は「ソニー・エクスプローラサイエンス」（3.6％）が、「日帰り」は

「TEPIA 先端技術館」（1.0％）がそれぞれ最も高くなっている。 

 

 

＜乗り物＞ 

 全体では、「屋形船・クルーズ」（16.1％）が１割半ばと最も高く、次いで「水上バス」（6.2％）、

「ゆりかもめ」（4.3％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「屋形船・クルーズ」は「宿泊」（17.9％）が２割近く、「日帰り」（9.8％）

が１割と、それぞれ最も高くなっている。 
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＜大項目別訪問スポット＞ 

 訪問スポットを大項目別にみると、「建物・商業施設」（671 件）が最も多く、次いで「商店街・シ

ョッピングストリート」（429 件）、「神社・仏閣、史跡」（288 件）と続いている。 
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港区内での観光消費額【数値記入】 

 観光消費額全体の合計金額は 38,772,821 円、平均金額は 42,843 円となっている。 

 使途別に平均金額をみると、「宿泊費」（23,632 円）が最も高く、次いで「ショッピング（お土産）

代」（13,653 円）、「飲食費」（12,422 円）、「交通費（港区内）」（6,823 円）、「施設入場料」（4,846 

円）となっている。 

 観光消費額全体の平均金額において、年代別にみると、「70 歳以上」（51,475 円）が最も高くな

っている。旅行形態別にみると、「宿泊」（52,174 円）が「日帰り」（10,778 円）より高くなって

いる。 
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＜観光消費額の分布＞ 

 宿泊旅行者全体では、「５万円～10 万円未満」（25.7％）が２割半ばと最も高く、次いで「１万円

～２万円未満」（19.7％）、「３万円～５万円未満」（19.7％）となっている。 

 年代別にみると、「５万円～10 万円未満」は「70 歳以上」（31.6％）が３割を超えて最も多く、次

いで「50 歳代」（26.5％）、「40 歳代」（24.8％）と続いている。また、「１万円～２万円未満」は

「20 歳代」（27.4％）が３割近くと最も高く、次いで「50 歳代」（26.5％）、「60 歳代」（20.5％）

と続いている。 

 
 日帰り旅行者全体では、「１万円未満」（62.3％）が６割を超えて最も高く、次いで「１万円～２万

円未満」（21.6％）、「２万円～３万円未満」（6.9％）となっている。 

 年代別にみると、どの年代も「１万円未満」が最も高くなっている。中でも「40 歳代」（70.6％）

が約７割と最も多く、次いで「70 歳以上」（67.6％）、「60 歳代」（61.8％）と続いている。また、

「１万円～２万円未満」は「50 歳代」（29.4％）が約３割と最も高く、次いで「30 歳代」（26.5％）、

「20 歳代」（20.6％）および「40 歳代」（20.6％）と続いている。 
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港区内での食事メニュー【複数選択】 

 全体では、「寿司」（28.1％）が３割近くと最も高く、次いで「居酒屋のメニュー」（26.8％）、「ラ

ーメン」（23.9％）と続いている。 
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 年代別にみると、「寿司」は「70 歳以上」（34.5％）が３割半ばと最も高く、「居酒屋メニュー」は

「60 歳代」（37.3％）が４割近く、「ラーメン」は「30 歳代」（37.0％）がそれぞれ最も高くなっ

ている。 

 旅行形態別にみると、「宿泊」は「寿司」（32.5％）が３割を超えて、「日帰り」は「西洋料理」（21.0％）

が２割を超えて、それぞれ最も高くなっている。 
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港区内で買ったもの【複数選択】 

 港区内で買ったものは、「お菓子」（60.7％）が約６割と最も高く、次いで「キーホルダー・お守り」

（23.0％）、「食料品・飲料」（21.3％）と続いている。 

 また、買ったものの詳細は、以下のとおりとなっている。 

＜お菓子（15 件以上の回答、回答件数 323 件）＞ 

バナナ風味の菓子（71 件）、クッキー（39 件）、チョコレート（22 件）、ケーキ（18 件） 

＜食料品・飲料（３件以上の回答、回答件数 116 件）＞ 

茶（17 件）、コーヒー（10 件）、酒（６件）、水（５件）、パン（５件）、佃煮（５件）、ワイン（４

件）、菓子（３件） 

＜日用雑貨（２件以上の回答、回答件数 24 件）＞ 

シャープペンシル（２件）、手帳（２件） 

＜ファッション小物・雑貨（３件以上の回答、回答件数 85 件）＞ 

バッグ（12 件）、靴（12 件）、服（５件）、財布（４件）、帽子（４件）、アウター（３件）、アクセ

サリー（３件） 

＜衣服関係（３件以上の回答、回答件数 65 件）＞ 

服・洋服（13 件）、シャツ（７件）、Ｔシャツ（５件）、アウター（５件）、ジャケット（４件）、セ

ーター（４件）、トップス（４件）、ワンピース（４件） 
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出発前の旅行情報の入手先【複数選択】 

 全体では、「宿泊予約サイト」（21.6％）が２割を超えて最も高く、次いで「旅行会社ホームペー

ジ」（19.3％）、「宿泊施設ホームページ」（18.2％）と続いている。なお、「特に参考としなかった」

（31.8％）は３割を超えて「宿泊予約サイト」（21.6％）より高くなっている。 
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 年代別にみると、「宿泊予約サイト」は「60 歳代」（27.2％）、「40 歳代」（21.9％）、「70 歳以上」

（21.9％）、「50 歳代」（19.9％）で最も高くなっている。また、「宿泊施設ホームページ」は「30 

歳代」（25.2％）が２割半ば、「SNS（Facebook／Twitter／LINE 等）」は「20歳代」（27.8％）が３

割近くと、それぞれ最も高くなっている。 

 旅行形態別にみると、「宿泊」は「宿泊予約サイト」（26.9％）が３割近く、「日帰り」は「口コミ

サイト（トリップアドバイザー等）」（11.3％）が１割を超えて、それぞれ最も高くなっている。 
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旅行中の旅行情報の入手先【複数選択】 

 全体では、「インターネット」（42.3％）が４割を超えて最も高く、次いで「宿泊施設」（17.1％）、

「SNS（Facebook／Twitter／LINE 等）」（11.7％）と続いている。なお、「特に参考としなかった」

（36.5％）は４割を近くとなっている。 
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 年代別にみると、「インターネット」はどの年代においても最も高くなっている。中でも「20歳代」

（50.3％）が５割と最も高く、次いで「60 歳代」（43.0％）、「40 歳代」（42.4％）と続いている。

また、「宿泊施設」は「30 歳代」（20.5％）が約２割、「SNS（Facebook／Twitter／LINE 等）」は

「20 歳代」（25.2％）が２割半ばと、それぞれ最も高くなっている。 

 旅行形態別にみると、「インターネット」は「宿泊」（45.7％）が４割半ば、「日帰り」（30.4％）

が３割と、それぞれ最も高くなっている。 
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港区観光の満足度【単一選択】 

＜港区観光の満足度＞ 

 全体では、「満足」（37.4％）が４割近くと最も高く、次いで「普通」（27.2％）、「やや満足」（20.2％）

と続いている。なお、「大変満足」、「満足」、「やや満足」を合わせた『満足』（71.2％）は７割を超

えている。 

 年代別にみると、「50 歳代」は「普通」（35.1％）が３割半ばと最も高くなっている。それ以外の

年代においては「満足」が最も高くなっており、中でも「20 歳代」（43.7％）、「70 歳以上」（41.7％）

が４割を超えて高くなっている。旅行形態別にみると、「宿泊」は「満足」（40.0％）が４割、「日

帰り」は「普通」（37.3％）が４割近くと、それぞれ最も高くなっている。 

 具体的に満足できた点は、「交通の利便性が良くどこへでも行ける」や「食事が美味しい」、「観光

地がたくさんある」など、満足できなった点は「道路渋滞」や「人が多く歩きにくい」などとなっ

ている。 
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＜港区観光の満足度（来訪時の主目的別）＞ 

 来訪時の主目的別にみると、「大変満足」、「満足」、「やや満足」を合わせた『満足』は「遊園地・

テーマパーク」（92.1％）が９割を超えて最も高く、「庭園」（90.0％）、「美術館・博物館鑑賞」（86.8％）

と続いている。一方、「やや不満」は、「庭園」（10.0％）が１割と最も高くなっている。 

 

＜港区観光の満足度（観光消費額の分布別）＞ 

 観光消費額の分布別にみると、「大変満足」、「満足」、「やや満足」を合わせた『満足』は「10 万円

以上」（87.2％）が９割近くと最も高く、次いで「５万円～10 万円未満」（83.9％）、「３万円～５

万円未満」（78.7％）と続いている。 
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港区への再訪意向【単一選択】 

＜港区への再訪意向＞ 

 全体では、「来たい」（36.2％）が３割半ばと最も高く、次いで「必ず来たい」（23.5％）、「どちら

ともいえない」（19.8％）と続いている。なお、「必ず来たい」、「来たい」、「やや来たい」を合わせ

た『来たい』（78.6％）は８割近くとなっている。 

 年代別にみると、「50 歳代」は「どちらともいえない」（30.5％）が約３割と最も高くなっている。

それ以外の年代においては「来たい」が最も高くなっており、中でも「70 歳以上」（41.7％）が４

割を超えて最も高くなっている。 

 旅行形態別にみると、『来たい』は「宿泊」（79.1％）が約８割、「日帰り」（77.0％）が８割近く

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

132 

 

＜港区への再訪意向（来訪時の主目的別）＞ 

 来訪時の主目的別にみると、「必ず来たい」、「来たい」、「やや来たい」を合わせた『来たい』は「美

術館・博物館鑑賞」（91.2％）が９割を超えて最も高く、次いで「庭園」（90.0％）、「遊園地・テー

マパーク」（89.9％）と続いている。 
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ホスピタリティの満足度【単一選択】 

 全体では、「普通」（53.5％）が５割を超えて最も高く、次いで「やや感じられた」（20.6％）、「感

じられた」（13.5％）と続いている。なお、「感じられた」および「やや感じられた」を合わせた『感

じられた』（34.1％）は３割半ばとなっている。 

 年代別にみると、「普通」がどの年代においても最も高くなっている。 

 旅行形態別にみると、『感じられた』は「宿泊」（37.7％）が４割近く、「日帰り」（21.6％）は２割

を超えている。 

 具体的にホスピタリティ（おもてなし）を感じた点は、「ホテルや飲食店の対応が良い」など、感

じられなかった点は「駅構内や道の案内表示が少ない」などとなっている。 
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案内表示の満足度【単一選択】 

＜案内表示の満足度＞ 

 全体では、「普通」（47.2％）が５割近くと最も高く、次いで「ほぼ十分だった」（31.3％）、「十分

だった」（15.5％）と続いている。なお、「十分だった」および「ほぼ十分だった」を合わせた『十

分だった』（46.8％）は５割近くとなっている。 

 年代別にみると、『十分だった』は「20 歳代」（55.0％）、「70 歳以上」（54.3％）がそれぞれ５割

半ばと高くなっている。 

 旅行形態別にみると、『十分だった』は「宿泊」（49.4％）が約５割、「日帰り」（37.7％）が４割近

くとなっている。 

 具体的に案内表示が十分と感じた点は、「駅や施設の案内板が多く、わかりやすい」など、感じら

れなかった点は「地下鉄の出入り口がわかりにくい」や「日本語と英語表記が少ない」などとなっ

ている。 
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＜案内表示のわかりやすさ＞ 

 全体では、「普通」（52.1％）が５割を超えて最も高く、次いで「わかりやすかった」（21.5％）、「や

やわかりやすかった」（20.5％）と続いている。なお、「わかりやすかった」および「ややわかりや

すかった」を合わせた『わかりやすかった』（42.1％）は４割を超えている。 

 年代別にみると、『わかりやすかった』は「20 歳代」（49.7％）が５割と最も高く、次いで「70 歳

以上」（43.0％）、「30 歳代」（42.4％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、『わかりやすかった』は「宿泊」（45.0％）が４割半ば、「日帰り」（31.9％）

が３割を超えている。 

 具体的に案内表示がわかりやすかった点は、「表示が大きくわかりやすい」や「電車の乗換案内が

わかりやすい」など、わかりにくかった点は「案内表示の数が多くわかりにくい」や「土地勘がな

いとわかりにくい内容になっている」などとなっている。 
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交通アクセスの満足度【単一選択】 

 全体では、「便利だった」（35.4％）が３割半ばと最も高く、次いで「普通」（33.6％）、「やや便利

だった」（26.4％）と続いている。なお、「便利だった」および「やや便利だった」を合わせた『便

利だった』（61.8％）は６割を超えている。 

 年代別にみると、『便利だった』は「70 歳以上」（70.2％）が７割と最も高く、次いで「20歳代」

（64.2％）、「60 歳代」（62.3％）と続いている。 

 旅行形態別にみると、「宿泊」は「便利だった」（38.7％）が４割近く、「日帰り」は「普通」（46.1％）

が４割半ばと、それぞれ最も高くなっている。 

 具体的に案内表示が十分と感じた点は、「電車やバス、タクシーの本数・台数が多く、待ち時間な

く乗ることができる」や「羽田空港へのアクセスが良い」など、感じられなかった点は「電車の乗

り継ぎの距離が長い」や「道路渋滞」などとなっている。 
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興味のある観光スポット【複数選択】 

＜興味のある港区内のスポット＞ 

 興味のある港区内のスポットは、「建物・商業施設」の「東京タワー」（37.3％）が４割近くと最も

高く、次いで「建物・商業施設」の「六本木ヒルズ」（34.4％）、「商店街・ショッピングストリー

ト」の「表参道・青山通り・骨董通り」（30.4％）と続いている。 
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＜再来訪時に必ず訪れたいスポット＞ 

 再来訪時に必ず訪れたいスポットは、前回の平成 28 年度調査では、「建物・商業施設」の「六 

 本木ヒルズ」（22.3％）が２割を超えて最も高くなっている。一方、今回の調査では「建物・商業

施設」の「東京タワー」（23.2％）が２割を超えて最も高く、次いで「建物・商業施設」の「六本

木ヒルズ」（20.8％）、「商店街・ショッピングストリート」の「表参道・青山通り・骨董通り」（18.0％）

と続いている。 
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＜友人、知人に薦めたいスポット＞ 

 友人、知人に薦めたいスポットは、「建物・商業施設」の「東京タワー」（27.9％）が３割近くと最

も高く、次いで「建物・商業施設」の「六本木ヒルズ」（22.5％）、「商店街・ショッピングストリ

ート」の「表参道・青山通り・骨董通り」（17.1％）と続いている。 

 なお、「あてはまるものはない」（22.6％）は２割を超えている。 
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（１）調査の概要  

区内の宿泊施設、観光・文化関連施設、商業施設、飲食関連施設、物品販売関連施設を対象に、調査票

を郵送し調査を実施した。 

252 サンプルの回答を得て集計・分析を行った。 

サンプル回収後、主要な施設には、具体的な訪日外国人対応の取組について、訪問してヒアリングを実

施した。 

 

① 調査期間 

令和元（2019）年 11 月 29 日～12 月 20 日 

② 調査対象施設 

区内の宿泊施設、観光・文化関連施設(美術館、博物館、主要建築物、アミューズメント施設等)、

商業施設、飲食関連施設（和洋菓子・パン等の食品製造業含む。)、物品販売関連施設(家電・薬品

等の量販店を含む。)  

③ サンプル数の設定 

宿泊施設（70 施設以上）、観光・文化関連施設（50 施設以上）、商業施設（10 施設以上）、飲食関

連施設（70 施設以上）、物品販売関連施設（30 施設以上） 

④ サンプル回収数 

   252 サンプル 

宿泊施設（70 施設）、観光・文化関連施設（54 施設）、商業施設（14 施設）、飲食関連施設（76 施

設）、物品販売関連施設（38 施設） 

⑤ 個別ヒアリング 

   上記、回答を得た施設から個別にヒアリングを行った。 

宿泊施設（２施設）、観光・文化関連施設（２施設）、商業施設（１施設）、飲食関連施設（３施設）、

物品販売関連施設（２施設） 
 

  

３ 観光関連施設におけるインバウンド対応状況調査 
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＜主な調査結果＞ 

施設種別【単一選択】 

 それぞれの施設種別の回答件数及び構成比は以下のとおりとなった。 

 

外国人の来訪割合【単一選択】 

 全体では、「５％未満」が 32.5％と割合が高くなっている。 

 施設種別でみると、「50％以上」は宿泊施設（35.7％）で割合が高くなっている。一方、「５％未満」

は飲食関連施設（52.6％）、物品販売関連施設（44.7％）となっている。 

 ただし、観光・文化関連施設と商業施設（商業施設は 64.3％、観光・文化関連施設は 18.5％が「不

明・わからない」等と回答）では、必ずしも外国人の割合を把握できていないため、参考値として

載せている。 

  
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コミュニケーションツールの利用【複数選択】 

 全体では、「自動翻訳アプリ」（33.3％）、「指差し会話シート」（14.7％）がよく利用されている。 

 「その他」の回答の中では、「ポケトーク」、「多言語パンフレット」等が挙げられた。 

 調査後のヒアリングでは、「翻訳機」や「翻訳アプリ」を導入している施設があったが、「操作に時

間がかかるため活用したことはない」、「英語を話せるスタッフがいるため使用頻度は少ない（外

国人来訪者が英語が分からない場合のみ使用）」という意見もあった。 

 

 施設種別にみると、「自動翻訳アプリ」は宿泊施設と物品販売関連施設では５割以上が利用してい

る。 
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キャッシュレス決済の導入状況、意向【単一選択】 

 全体では、「導入している」（66.3％）の割合が高くなっている。 

 施設種別にみると、「導入している」は宿泊施設（84.3％）が最も高く、次いで物品販売関連施設

（78.9％）、商業施設（78.6％）となっている。一方、観光・文化関連施設と飲食関連施設では、

「導入していない」がそれぞれ 38.9％、34.2％と他の種別と比べ高くなっている。 

 

 

 現在はキャッシュレス決済を導入していない施設の今後の導入意向は、全体的に「現在のところ

ない」が高くなっている。 
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導入しているキャッシュレス決済の種類【複数選択】 

 キャッシュレス決済の種類は、全体でみると「クレジットカード」（94.6％）が最も高く、次いで

「電子マネー（IC カード、スマートフォン）」（38.9％）、「デビットカード（銀聯カード等）」

（36.5％）、「モバイル決済（QR コード等）」（35.9％）となっている。 

 

 施設種別にみると、商業施設では「デビットカード（銀聯カード等）」（63.6％）や「電子マネー（IC 

カード、スマートフォン）」（100.0％）が他の種別に比べ高くなっている。 
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フリーWi-Fi の提供【単一選択】 

 全体では、フリーWi-Fi を「提供している」（55.2％）が５割半ばとなっている。 

 施設種別にみると、フリーWi-Fi を「提供している」は宿泊施設（91.4％）、商業施設（71.4％）

と高くなっている。一方、宿泊施設、商業施設以外では、物品販売関連施設（68.4％）、観光・文

化関連施設（55.6％）、飲食関連施設（55.3％）と「提供していない」が高くなっている。 

 

 

 フリーWi-Fi を整備している施設のうち、「施設内でフリーWi-Fi を提供している」（73.4％）が

７割を超えている。 
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 フリーWi-Fi を整備している施設のうち、外国語で案内している施設（65.5％）が６割半ばとな

っている。 

 

 現在フリーWi-Fi を提供していない施設に今後の整備意向を聞いたところ「現在のところない」

（72.0％）と７割を超える施設が今後もフリーWi-Fi を提供しない意向となっている。 
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訪日外国人旅行者受入に対する意向【単一選択】 

 全体では、「積極的に受け入れたい」（46.4％）、「どちらかというと受け入れたい」（30.6％）を合

わせた『受け入れたい』（77.0％）は８割近くとなっている。 

 施設種別でみると、「積極的に受け入れたい」の割合は、宿泊施設（64.3％）、商業施設（64.3％）、

観光・文化関連施設（50.0％）と高くなっている。 

 「あまり受け入れたくない」、「受け入れたくない」を回答した施設に具体的な理由を記述で聞い

てみると、「言葉の問題」、「マナーの問題」「他のお客様への迷惑」等が挙げられた。 

 

 受入意向と現在の外国人来訪率の相関では、「積極的に受け入れたい」施設は、比率が「50％以上」

や「20％未満」、「５％未満」の施設で高くなっている。一方、「どちらかというと受け入れたい」

という意向がある施設でみると、比率が５％未満の施設でも高い割合になっている。 
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訪日外国人旅行者受入時の懸念事項【複数選択】 

 全体では、「言葉の問題」（63.1％）が最も高く、次いで「マナーの問題で日本人のお客様に影響が

ないかが心配」（27.4％）、「キャンセルした際の注意事項等の説明・徹底が難しい」（25.8％）とな

っている。 

 

 施設種別にみると、すべての種別で「言葉の問題」の割合が高くなっている。宿泊施設では、「キ

ャンセルした際の注意事項等の説明・徹底が難しい｣（45.7％）、観光・文化関連施設では「マナー

の問題で日本人のお客様に影響がないかが心配」（40.7％）、「多言語対応に費用がかかる」（35.2％）

が他の種別より高くなっている。 
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ハラールやムスリムなどの文化や食習慣への対応状況【単一選択】 

 全体では、「対応している」（5.2％）の割合が低くなっている。 

 施設種別にみると、「必要性は認識しているが、現在のところ対応していない」は、商業施設

（57.1％）、宿泊施設（47.1％）と高くなっている。 

 具体的な対応を聞いたところ、「食器をハラール専用のものを使用している」、「ベジタリアンメニ

ューの提供」、「要望を聞き可能な範囲で対応」等が挙げられた。 

 調査後のヒアリングでは、「ハラールやムスリムなどに関する問合せは今までに多くない」「ハラー

ルやムスリムなどの問い合わせがあった場合には、可能な範囲で対応している（豚肉・牛肉を避け

る）」「完璧にハラールやムスリム対応するには調理場や調理器具を分けるなど対応が難しい」とい

う意見があった。 
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ハラールやムスリムなどへの対応でむずかしい点【複数選択】 

 全体では、「ハラールに対する知識が少ない」（57.5％）が最も高く、次いで「食材の対応、調理法

の対応が難しい」（38.9％）、「礼拝に対する対応が難しい」（27.4％）となっている。 

 

 施設種別にみると、「ハラールに対する知識が少ない」は、すべての種別で高い割合となっている。 
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受入環境整備に当たって必要な行政支援【複数選択】 

 全体では、「多言語でのコミニケーションツール整備に対して」（36.5％）が最も高く、次いで

「外国語のパンフレット、リーフレットの作成に対して」（31.0％）、「施設内の多言語表記に対

して」（26.2％）と多言語対応に関するものが上位を占めている。 

 

 施設種別にみると、観光・文化関連施設では「外国語のパンフレット、リーフレットの作成に対

して」（40.7％）、「施設内の多言語表記に対して」（46.3％）が他の種別と比べ高くなっている。 
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■文化財 

＜国指定（217 件）＞ 

Ｎｏ 種別 名称  Ｎｏ 種別 名称 

1 

国宝・重要 
文化財 
(建造物) 

旧台徳院霊廟惣門   56 

国宝・重要 
文化財 
(美術 
工芸品) 

絹本著色清滝権現像 
2 旧朝香宮邸正門   57 絹本著色銭塘観潮図 
3 旧朝香宮邸茶室   58 絹本著色善光寺如来縁起絵 
4 旧朝香宮邸本館   59 絹本著色大威徳明王像 
5 旧朝香宮邸倉庫   60 絹本著色大日如来像 
6 旧朝香宮邸自動車庫   61 絹本著色那智滝図 
7 旧東宮御所（迎賓館赤坂離宮）   62 絹本著色普賢十羅刹女像 
8 慶応義塾三田演説館   63 絹本著色仏涅槃図 
9 慶応義塾図書館   64 絹本著色法相宗曼荼羅図 
10 瑞聖寺大雄宝殿   65 絹本著色豊臣秀吉像〈／慶長三年八月日賛〉 
11 増上寺三解脱門   66 絹本著色夕陽山水図〈馬麟筆／〉 
12 明治学院インブリー館   67 絹本著色林檎花図 
13 有章院（徳川家継）霊廟二天門   68 絹本著色躑躅図〈尾形光琳筆／〉 
14 武家屋敷門   69 絹本著色鶉図 
15 

国宝・重要 
文化財 
(美術 
工芸品) 

井戸茶碗（細川）   70 絹本墨画古木牧牛図〈毛倫筆／〉 
16 井戸茶碗（柴田）   71 絹本墨画羅漢図〈／（第五諾矩尊者）〉 
17 一山一寧墨蹟（正和丙辰十月下澣）   72 古伊賀花生〈銘からたち／〉 
18 雨漏茶碗   73 古今集〈藤原為氏筆／〉 
19 花白河蒔絵硯箱   74 古備前火襷水指 
20 解剖存真図（南小柿寧一筆）   75 後鳥羽院御抄〈并／〉越部禅尼消息 
21 柿蔕茶碗（毘沙門堂）   76 江戸城造営関係資料（甲良家伝来） 
22 楽焼赤茶碗（雪峯）〈光悦作／〉   77 高麗青磁蓮華唐草文水瓶 

23 観世音菩薩受記経   78 今鏡（新世継） 

24 観普賢経〈（裝飾経）／〉   79 根本百一羯磨〈巻第六／〉 
25 丸壺茶入（相坂）〈瀬戸／〉   80 紺紙銀字華厳経巻第卌六〈（二月堂焼経）／〉 
26 岩偶   81 嵯峨山蒔絵硯箱 
27 岩版   82 子元祖元墨蹟（弘安三年中夏） 
28 犧首饕餮虺竜文尊   83 志野芦絵水指（古岸） 
29 犧首饕餮虺竜文方罍   84 紙本金地銀泥四季草花図下絵和歌巻 
30 菊枝蒔絵手箱   85 紙本金地著色燕子花図〈尾形光琳筆／六曲屏風〉 
31 居涇和尚墨蹟〈弔白雲恵曉偈／〉   86 紙本金地著色泰西王侯騎馬図〈／四曲屏風〉 
32 虚堂智愚墨蹟〈与閲禅者偈頌／〉   87 紙本金地著色藤花図〈円山応挙筆／六曲屏風〉 
33 桐竹鳳凰蒔絵文台及硯箱   88 紙本金地著色南蛮人渡来図〈／六曲屏風〉 

34 
金光明最勝王経註釈〈巻第二断筒／
（飯室切）〉 

  89 紙本淡彩観瀑図 

35 金銅鉢   90 紙本淡彩山水図〈／横川賛〉 
36 金襴手下蕪花生   91 紙本淡彩山水図〈祥啓筆／〉 
37 金襴手六角瓢形花生   92 紙本淡彩山水図〈伝周文筆／〉 
38 金襴手六角瓢形花生   93 紙本淡彩送海東上人帰国図 
39 継色紙（きみをおきて）   94 紙本著色瓜虫図〈呂敬甫筆／自賛がある〉 

40 
月江正印墨蹟〈玉泉字号偈／至正八年
仲冬〉 

  95 紙本著色絵過去現在因果経〈巻第二／〉 

41 
月江正印墨蹟〈与楚雙峯偈語／至正三
年二月十八日〉 

  96 紙本著色三十六歌仙切〈（順）／佐竹家伝来〉 

42 月礀文明墨蹟〈拈香語／〉   97 紙本著色四季花鳥図〈／六曲屏風〉 
43 兼輔集断簡   98 紙本著色十二因縁絵巻 
44 堅手茶碗（長崎）   99 紙本著色天狗草紙 
45 絹本著色阿弥陀如来像   100 紙本著色病草紙断簡（不眠の女） 
46 絹本著色愛染明王像   101 紙本著色法華経絵巻 
47 絹本著色愛染明王像   102 紙本墨画煙寺晩鐘図〈伝牧谿筆／〉 
48 絹本著色愛染曼荼羅図   103 紙本墨画漁村夕照図〈伝牧谿筆／〉 
49 絹本著色華厳五十五所絵   104 紙本墨画山水図 
50 絹本著色金剛界八十一尊大曼荼羅図   105 紙本墨画善教房絵詞 

51 
絹本著色五百羅漢図〈伝明兆筆／東福
寺伝来〉 

  106 
紙本墨画禅機図断簡〈因陀羅筆／（智常・李渤
図）〉 

52 絹本著色釈迦如来像   107 紙本墨画禅機図断簡〈因陀羅筆／（布袋図）〉 
53 絹本著色釈迦八相図   108 紙本墨画淡彩山水図〈曽我紹仙筆／〉 
54 絹本著色春日宮曼荼羅図   109 紙本墨画竹雀図 

55 絹本著色春日補陀落山曼荼羅図   110 紙本墨画竹林山水図 

４ 港区の文化財、美術館・博物館、大使館等 
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Ｎｏ 種別 名称   Ｎｏ 種別 名称 

111 

国宝・重要 

文化財 
(美術 
工芸品) 

紙本墨画竹林七賢図〈雪村筆／六曲屏

風〉 
  165 

国宝・重要 
文化財 

(美術工芸
品) 

無量義経（裝飾経） 

112 紙本墨画風雨山水図   166 明極楚俊墨蹟（元徳二年仲春上澣五日） 

113 宗峰妙超墨蹟（元亨壬戌）   167 明染付花卉文大皿 

114 秋野蒔絵手箱   168 木造地蔵菩薩立像 

115 春日山蒔絵硯箱   169 
竜巖徳真墨蹟〈与無夢一清偈／至順二年辛未重陽
後十日〉 

116 順正理論巻第六残巻   170 圜悟克勤墨蹟（建炎二年二月十二日） 

117 小倉山蒔絵硯箱   171 葆光彩磁珍果文花瓶〈板谷波山作／〉 

118 色絵花鳥文八角大壺〈伊万里／〉   172 蘆屋松梅図真形釜 

119 色絵五艘船図大平鉢〈伊万里／〉   173 銹藍金絵絵替皿〈尾形乾山作／〉 

120 色絵山寺図茶壺〈仁清作／〉   174 饕餮夔鳳文瓿 

121 寸松庵色紙（たかための）   175 饕餮夔鳳文方彝 

122 清水・住吉図蒔絵螺鈿西洋双六盤   176 饕餮虺竜文尊 

123 青磁花瓶   177 饕餮文斝 

124 青磁筒花生〈銘大内筒／〉   178 饕餮文方盉 

125 石造如来立像   179 荻生徂徠墓 

126 石造浮彫十一面観音龕   180 旧芝離宮庭園 

127 染付松樹文三脚皿〈鍋島／〉   181 

史跡名勝 

記念物 

旧新橋停車場跡 

128 染付龍濤文大瓶   182 旧白金御料地 

129 鼠志野亀甲文茶碗（山端）   183 江戸城外堀跡 

130 双羊尊   184 高輪大木戸跡 

131 相良家文書   185 佐藤一斎墓 

132 対馬宗家関係資料   186 浅野長矩墓および赤穂義士墓 

133 
大かうさまくんきのうち〈太田牛一筆
／〉 

  187 善福寺のイチョウ 

134 大慧宗杲墨蹟〈尺牘／四月八日〉   188 東禅寺 

135 大慧宗杲墨蹟〈尺牘／性禅姪宛〉   189 品川台場 

136 大乗掌珍論〈巻上残巻／〉   190 キリスト友会フレンズセンター 

137 大乗法界無差別論疏〈成弁筆／〉   191 菊池家住宅茶室 

138 大唐内典録〈巻第九 第十残巻／〉   192 

登録有形 
文化財 

(建造物) 

菊池家住宅茶室待合 

139 大燈国師墨蹟〈孤桂字号／〉   193 菊池家住宅茶室門及び塀 

140 大燈国師墨蹟〈与明輪禅尼法語／〉   194 菊池寛実記念智美術館別館 

141 大般若経巻五十七残巻   195 虎ノ門大坂屋砂場店舗 

142 大般若経巻第二十三   196 国際文化会館本館 

143 大般若経巻第二百六十七   197 三菱電機高輪荘主屋 

144 註楞伽経〈巻第七／〉   198 三菱電機高輪荘蔵 

145 蝶螺鈿蒔絵手箱   199 三菱電機高輪荘洋館 

146 唐物肩衝茶入（油屋）   200 常照院本堂内陣 

147 唐物肩衝茶入〈銘松屋／〉   201 心光院表門 

148 藤原佐理筆書状（離洛帖）   202 大橋茶寮茶室葵 

149 銅造〈釈迦如来／多宝如来〉並坐像   203 大橋茶寮茶室桂 

150 内大臣殿歌合〈／元永二年七月〉   204 大橋茶寮茶室山吹 

151 南楚師説墨蹟（至正二年秋）   205 大橋茶寮茶室守貧庵 

152 日英修好通商条約   206 大橋茶寮茶室如庵写 

153 日仏修好通商条約   207 大橋茶寮中門 

154 日米修好通商条約   208 大橋茶寮表門 

155 
日米条約調印書〈／安政四年五月二十六

日〉 
  209 大橋茶寮不老門 

156 
日米和親条約批准書交換証書〈／安政二
年正月五日〉 

  210 大橋茶寮塀 

157 飛鳥井雅経筆懐紙（詠暁紅葉和歌）   211 大倉集古館陳列館 

158 不空三蔵表制集巻第五   212 東京タワー 

159 浮線綾螺鈿蒔絵手箱   213 東京水産大学雲鷹丸 

160 武蔵国日吉矢上古墳出土品   214 堀商店 

161 宝相華銀平文袈裟箱   215 妙定院熊野堂 

162 蓬莱山蒔絵櫛箱   216 妙定院上土蔵 

163 無学祖元墨蹟   217 廣度院表門及び練塀 

164 無準師範墨蹟〈与聖一国師尺牘／〉        （令和２年２月現在） 

出典：国指定文化財等データベース（文化庁） 
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＜東京都指定（37件）＞ 

Ｎｏ 種別 名称 

1 都指定 天然記念物 芝東照宮のイチョウ 

2 

都指定 史跡 

西久保八幡貝塚 

3 亀塚 

4 芝丸山古墳 

5 杉田玄白墓 

6 都指定 天然記念物 旧細川邸のシイ 

7 

都指定 旧跡 

最初のアメリカ公使宿館跡 

8 最初のフランス公使宿館跡 

9 最初のオランダ公使宿館跡 

10 安島直円墓 

11 巌谷小波宅跡 

12 毛利甲斐守邸跡 

13 浅野土佐守邸跡 

14 水野監物邸跡 

15 大国隆正墓 

16 英一蝶墓 

17 曽根吉正墓 

18 勝安房邸跡 

19 佐藤直方墓 

20 井部香山墓 

21 林鶴梁墓 

22 西郷・勝両氏会見地 

23 江川氏調練場跡 

24 福沢・近藤両翁学塾跡 

25 
都指定 有形文化財（古文書） 

武蔵名勝図会稿本 

26 善福寺文書 

27 

都指定 有形文化財（考古資料） 

萩藩毛利家下屋敷跡出土地鎮具 

28 飯田町遺跡 735 号遺構出土理兵衛焼 

29 東片町遺跡 第 199 号遺跡講出土品一括 

30 

都指定 有形文化財（彫刻） 

木造十六羅漢像（三解脱門安置） 

31 木造阿彌陀如来坐像 

32 木造釈迦如来及び両脇侍像（三解脱門安置） 

33 木造四天王立像 康伝作 

34 木造広目天立像 

35 木造徳川家康坐像 

36 
都指定 有形文化財（建造物） 

氷川神社社殿 

37 増上寺経蔵 

（令和２年２月現在） 

出典：東京都文化財情報データベース（東京都） 
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＜港区指定（135 件）＞ 

No 種別 名称 

1 

有形文化財 建造物 

明治学院記念館 
2 増上寺旧方丈門(黒門) 
3 旧乃木邸及び馬小屋 
4 明治学院礼拝堂 
5 銅鳥居 
6 増上寺景光殿(旧広書院)表門 
7 清正公堂及び山門 
8 善福寺本堂 
9 旧協働会館 
10 大門 
11 承教寺鐘楼 
12 

有形文化財 絵画 

五百羅漢図(絹本着色) 
13 長沢芦雪筆人物図 
14 一の谷・屋島合戦図屏風 
15 羅漢図 
16 法然上人行状絵 
17 法然上人伝絵詞(紙本着色) 
18 琴棋書画図屏風 
19 阿弥陀三尊図(絹本着色) 
20 英一蝶筆釈迦如来画像(絹本着色) 
21 寒山拾得図(紙本墨画) 
22 涅槃図(紙本着色) 
23 涅槃図 
24 月岡芳年筆『ま』組火消し絵馬 
25 釈迦八相祇園精舎曼荼羅 付『萬松山曼陀羅之記』『文化五辰年於阿弥陀寺泉岳寺開帳全』 
26 絹本着色普照国師(隠元隆き)像 土佐光起筆 高泉性とん賛 
27 広尾稲荷拝殿天井墨龍図 高橋由一筆 
28 涅槃図 
29 紙本着色蓮舟観音図 加藤信清筆 
30 紙本着色箱根詣図 建部巣兆筆 
31 紙本墨画五百羅漢図下図 狩野一信筆 
32 紙本墨画五百羅漢図下図 狩野一信筆 
33 紙本着色出山釈迦図 加藤信清筆 
34 絹本着色出山釈迦図 円山応挙筆 
35 絹本着色当麻曼荼羅図 
36 絹本着色観智国師肖像 
37 

有形文化財 彫刻 

毘沙門天像(木造) 
38 銅造阿弥陀如来及両脇侍立像 
39 木造釈迦如来及阿難・迦葉像 
40 神楽面 付「神楽面目録」 
41 木造阿弥陀如来立像 
42 閻魔大王坐像および司録・司命半跏像 
43 木造阿弥陀如来坐像 
44 漆喰造彩色天野屋利兵衛像 入江長八作 
45 木造仁王像 
46 木造僧形坐像 
47 

有形文化財 工芸品 
増上寺梵鐘 

48 圓通寺梵鐘 
49 承教寺梵鐘 
50 

有形文化財 書跡 

奈良時代写経 
51 瑞聖寺所蔵墨蹟 
52 松平不昧 狂歌小幅 
53 大田蜀山人筆 狂歌屏風・漢詩屏風 
54 勝海舟書画巻 
55 白隠慧鶴筆「金剛窟」(室号) 
56 

有形文化財 古文書 

松平不昧・月潭書状 
57 足利直義御教書 
58 足利成氏文書 
59 徳川将軍家朱印状 付目録・条目・写し 
60 吉良氏朱印状 
61 増上寺所蔵文書 
62 伊奈半十郎忠治書状 
63 『天文・永禄年間 古券巻』 
64 増上寺十三世正誉廓山自筆涅槃図置文 
65 源誉存応関係文書 
66 反町文書 
67 久保家文書 
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No 種別 名称 

68 

有形文化財 古文書 

麻布本村町沽券図 
69 宇田川家文書 
70 山本家文書 
71 観智国師書状〈伝通院宛〉 
72 

有形文化財 古記録 

亜墨利加ミニストル旅宿記 
73 外国書願留 
74 御祭礼番附留 
75 芝新銭座町 御高札物揚場諸事記録』 
76 弘化年間 『屋鋪五方相対替一件』記録 
77 門前水帳 
78 善福寺出張中日記 
79 

有形文化財 考古資料 
伊皿子貝塚遺跡出土遺物 

80 雁木坂上遺跡 N地点出土遺物 
81 西久保八幡貝塚出土遺物 
82 

有形文化財 歴史資料 

広尾の庚申塔 
83 弥陀種子板碑 
84 黒田清輝墓誌及び副葬品 
85 魚籃観世音霊験記等版木 
86 金杉町 焼印札 
87 弥陀種子板碑 
88 明治学院インブリー館 建設関係資料 
89 伝真柄直基所用 野郎頭兜 
90 元禄七年銘納経石塔 
91 弥陀三尊種子板碑 
92 古写真〈井関盛艮旧蔵コレクション〉 
93 大巓宗碩関係資料 
94 官軍兵士軍服 付 外套・シャツ 
95 桜田学校設立奉賀帳 
96 徳川家霊廟天井板 
97 石製胞衣容器蓋 丹波篠山藩青山家中屋敷跡出土 
98 牛供養塔及び二千七百六十人之霊供養塔 
99 後久洋家具店製作家具図面及び関連書類 
100 亀山碑 
101 メーソン＆ハムリン社製 リードオルガン 
102 海蔵寺の庚申塔 
103 青山の庚申塔 
104 弥陀種子板碑 
105 倉松屋嘉兵衛町屋敷絵図 
106 絵画及び歴史資料 狩野一信関連資料〈逸見家伝来〉 
107 歴史資料及び絵画  松平不昧関係遺品 
108 

歴史資料及び有形民俗文化財  
仙台藩伊達家胞衣桶 付青銅製外容器及び内容物一括 

109 会津松平家由来 常香盤(香盤時計) 
110 

無形文化財  
工芸技術・木工芸指物制作 

111 工芸技術 江戸表具 
112 工芸技術三味線製作 
113 

有形民俗文化財  

芝金杉の漁具 
114 銅造地蔵菩薩坐像 
115 魚籃寺奉納絵馬及び掛軸 
116 芝大神宮の力石 
117 日限地蔵尊略縁起等版木 
118 祭礼山車行列額絵 
119 浄瑠璃人形かしら及び衣装 
120 奉納絵馬 
121 絵馬 市川莚升 大星由良之助図 
122 

史跡  

普光観智国師墓 
123 ヒュースケン墓 
124 伊澤蘭軒墓 
125 肥前佐賀藩主鍋島家墓所 
126 日本経緯度原点 
127 看護婦教育所発祥の地 
128 

旧跡  

尾崎紅葉生誕の地 
129 大槻玄沢埋葬の地 
130 日本近代初等教育発祥の地(小学第一校・源流院跡) 
131 永井荷風旧居「偏奇館」跡 
132 明和の大火死者供養墓 
133 名勝  旧岩崎邸庭園 
134 

天然記念物 
増上寺のカヤ 

135 氷川神社のイチョウ 

（平成 30 年９月現在） 

出典：港区立郷土資料館「港区文化財総合目録登録一覧」（港区）  
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■美術館・博物館等 

分類 名称 

美術館・博物館等 

（35 施設） 

慶応義塾大学アート・センター、パナソニック汐留美術館、旧新橋停車場鉄道

歴史展示室、共同通信社 ニュースアート、アド・ミュージアム東京、菊池寛実

記念 智美術館、NHK 放送博物館、泉屋博古館分館、森美術館、東京ミッドタウ

ン・デザインハブ、フジフィルム スクエア、サントリー美術館、21_21 DESIGN 

SIGHT、TOTO ギャラリー・間、秋山庄太郎写真芸術館、岡本太郎記念館、根津

美術館、紅ミュージアム、伊藤忠青山アートスクエア、TEPIA 先端技術館、味

の素食の文化センター 食の文化ライブラリー、物流博物館、畠山記念館、松岡

美術館、国立科学博物館附属自然教育園、東京都庭園美術館、ニコンミュージ

アム、東京海洋大学 マリンサイエンスミュージアム、大倉集古館、外務省 外

交史料館、国立新美術館、虎屋 赤坂ギャラリー、マクセル アクアパーク品川、

東京都立中央図書館、港区立郷土歴史館 
（令和２年 10 月 31 日現在） 

出典：港区ミュージアムネットワーク（港区ミュージアムネットワーク事務局） 
 

■大使館等 

地区 名称 

芝地区 

（10 施設） 

イタリア、オーストラリア、オランダ王国、キルギス共和国、コソボ共和国、チリ共和国、ナ

イジェリア連邦共和国、ハンガリー、ボツワナ共和国、マーシャル諸島共和国 

麻布地区 

（51 施設） 

アフガニスタン・イスラム共和国、アルゼンチン共和国、イエメン共和国、イラン・イスラム

共和国、ウクライナ、ウルグアイ東方共和国、エクアドル共和国、エルサルバドル共和国、オ

ーストリア共和国、カザフスタン共和国、カタール国、ガーナ共和国、 

キプロス共和国大使館、キューバ共和国、ギリシャ、グアテマラ共和国、コスタリカ共和国、

サウジアラビア王国、サンマリノ共和国、ジャマイカ、シンガポール共和国、スイス、スウェ

ーデン王国、スペイン王国、スロバキア共和国、大韓民国、中華人民共和国、ドイツ連邦共和

国、ドミニカ共和国、トンガ王国、ナミビア共和国、ニカラグア共和国、ノルウェー王国、ハ

イチ共和国、パキスタン・イスラム共和国、パナマ共和国、パラオ共和国、フィジー共和国、

フィリピン共和国、フィンランド共和国、フランス、ベネズエラ・ボリバル共和国、ボスニア・

ヘルツェゴビナ、ボリビア多民族国、ホンジュラス共和国、マダガスカル共和国、モルディブ

共和国、ラオス人民民主共和国、リトアニア共和国、ルーマニア、ロシア連邦 

赤坂地区 

（14 施設） 

アメリカ合衆国、アルメニア共和国、カナダ、カンボジア王国、コンゴ民主共和国、 

ジョージア、シリア・アラブ共和国、スロベニア共和国、バーレーン王国、ブラジル連邦共和

国、ミクロネシア連邦、モロッコ王国、レソト王国、レバノン共和国 

高輪地区 

（10 施設） 

アイスランド共和国、ウズベキスタン共和国、エチアピア連邦民主共和国、エリトリア国、ク

ウェート国、ジンバブエ共和国、スリランカ民主社会主義共和国、セルビア共和国大使館、マ

ラウイ共和国、リベリア共和国 
（令和２年 10 月 1 日現在） 
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■芝地区 

事業名 内 容 

芝 de Meet The Art 

～アートに親しむまち、芝～ 

まちにアートとふれあえる環境を創出し、まちのイメージの向上や

多様な主体の交流促進を図る。 

芝 歴史・文化・交流アカデミー 

～見る・歩く・学ぶ「芝」～ 

芝地区区民参画組織のメンバーで構成する「芝の語り部」が主体と

なり、芝地区の魅力の発掘・発信・創造を目的に、芝地区の歴史、

史跡等を伝える「まち歩きツアー」や「区民向け講座」を開催。 

Ａｒｃ Ｉｓｌａｎｄ 竹芝 
竹芝エリアに関わる多様な主体が連携し、地域の活性化事業を展

開。 

地域情報の発信 地域情報誌「芝地区地域情報誌」を定期的に発行。 

 

■麻布地区 

事業名 内 容 

麻布未来写真館 

～次世代へつなぐ麻布の記憶～ 

区民参画組織「麻布を語る会 麻布未来写真館分科会」が主体とな

り、麻布地区の今と昔の写真収集や定点写真等の撮影等を行い、ま

ちの変化を保存・発信。 

地域情報の発信 地域情報紙「ザ・AZABU」を定期的に発行。 

 

■赤坂地区 

事業名 内 容 

赤坂親善大使 魅力発信プロジ

ェクト 

赤坂・青山のマスコットキャラクター「赤坂親善大使」が、地域で

行われる行事やイベント等への出演や SNS ツールを含めた複数の

広報媒体を活用し情報発信。 

赤坂・青山 魅力“知伝活”事業 区民参画による、ICT を活用した地域の魅力発信事業を実施。 

赤坂・青山イメージソング「MY 

HOME TOWN」の活用 

港区政 70 周年を記念し地域の皆さんと制作した赤坂・青山イメー

ジソング「MY HOME TOWN」を地域の保育園や学校等を中心にさまざ

まな場所やイベントで活用。 

連携自治体とのつながりを生か

した魅力発信 

これまで連携を深めてきた岐阜県郡上市や和歌山県和歌山市との

つながりを生かし、さらなる連携を推進。 

地域情報の発信 地域情報誌「MY タウン赤坂青山」を定期的に発行。 

５ 各地区総合支所の主な観光関連事業 
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■高輪地区 

事業名 内 容 

私が語る高輪今昔物語 

区民参画メンバーが、これまで収集してきた写真等を活用した高輪

の今昔物語を制作し、高輪地区内の児童館やいきいきプラザ等での

出前講座やまち歩きを実施。 

歩いて楽しめる地域の魅力発見・

共有・発信 

高輪地区に数多くある歴史的・文化的資産等の地域の歴史や伝統、

文化の魅力を発信。 

地域情報の発信 地域情報紙「みなとっぷ」を定期的に発行。 

 

■芝浦港南地区 

事業名 内 容 

みなとパーク芝浦ふれあい交流

事業 

地域に親しまれ、誰もが気軽に立ち寄れる魅力的な施設をめざし、

みなとパーク芝浦の共用部を高齢者や子育て世代などの様々な世

代を対象とした地域における世代間交流の場として提供。 

伝統文化交流館の運営 
区指定有形文化財を港区立伝統文化交流館として活用し、一般に公

開するとともに、伝統文化に関する公演や講座、展示を実施。 

お台場ふるさとの海づくり 

お台場の海を住民一人ひとりにとっての「ふるさとの海」として愛

着を深めてもらうため、海苔づくり等の体験する機会を通して、地

域の魅力を高めていく取組を実施。 

地域情報の発信 地域情報誌「べいあっぷ」を定期的に発行。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

160 

 

 

 目指すべき姿に向けた４つの目標値は、以下のとおり、過去の統計データ等を活用して設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６ 目標設定の根拠 

目標１：観光客の満足度 ～「観光に満足できる」まちをめざして～ 

・港区観光動態基礎調査にて測定します。令和元年の満足度は、日本人 71.2％、外国人 94.2％です。 

・本ビジョンの取組を総合的に実施することで、全体の満足度を底上げするとともに、調査結果におい

て満足度が低い年代、国籍、項目を意識し、施策を展開します。 

【例：外国人観光客の項目別満足度】 

  
・以上を踏まえ、港区における観光客の満足度を、令和５年に日本人 80％、外国人 100％に近づけるこ

とを目標として設定します。 

目標２：延べ宿泊者数 ～「滞在を楽しめる」まちをめざして～ 

・観光庁の宿泊旅行統計調査にて測定します。 

・平成 22 年～令和元年の港区における日本人及び外国人の延べ宿泊者数のデータを基に、それぞれ回

帰分析を行った結果（ただし、平成 26 年は異常値と判断し除く）、令和５年が 879 万人となりまし

た。 

・今後の宿泊施設数及び客室数の増加も考慮するとともに、近隣観光・地元観光の推進等を通して日本

人の増加も目指します。 

・以上を踏まえ、港区における延べ宿泊者数の目標値を、令和５年に 900 万人と設定します。 

  
※宿泊旅行統計調査（観光庁）の「延べ宿泊者数（港区）」を利用 

 

R05 

合計 879 万人 

⇒900 万人 

満足度の低い 

項目に対応した 

施策を展開 
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目標１：観光客の満足度 ～「観光に満足できる」まちを目指して～ 

 

目標３：宿泊業、飲食サービス業の売上 ～「消費を楽しむ」まちをめざして～ 

・総務省・経済産業省の経済センサス基礎調査及び活動調査によって測定します。 

・平成 23 年～令和元年の宿泊業、飲食サービス業の売上を基に回帰分析を行った結果、令和５年が●

●億円となりました。※令和元年結果公表後（令和２年 12月予定）に目標値を算出 

・今後、国内で大阪市に次ぐ規模の売上を目指します。（大阪市 1,063,111 億円、名古屋市 649,023 億

円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・以上を踏まえ、宿泊業、飲食サービス業の売上の目標値を、令和５年に●●億円と設定します。※

令和元年結果公表後（令和２年 12月予定）に目標値を算出 

  
         ※経済センサス（総務省・経済産業省）の「宿泊業、飲食サービス業の売上高（港区）」を利用 

R05 

5,507 億円 

⇒5,600 億円 

 

【宿泊業、飲食サービス業の売上（平成 27年）】 

 

目標４：区民満足度 ～「住み続けたい」まちをめざして ～ 

・港区観光動態基礎調査（港区）によって測定します。 

・令和元年に実施した調査では、調査項目にはありませんでした。 

・令和４年に実施予定の観光動態基礎調査が初めての調査となるため、具体的数値による目標設定は行

わず、観光の分野おいて「多くの区民が「満足」と感じる取組を継続的に実施」としています。 

 

 ※港区観光動態基礎調査（港区）に次回調査から調査項目を追加予定 
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区 分 氏 名 所属等 

学識経験者 

（委員長） 
東  徹 立教大学観光学部 教授 

観光関係者 

渡邉 仁久 一般社団法人港区観光協会 会長 

平林 隆浩 一般社団法人港区観光協会 事務局長 

髙尾 英樹 
株式会社ＴＯＫＹＯ ＴＯＷＥＲ 

執行役員観光本部長 

商業関係者 

長尾 哲治 港区商店街連合会 副会長 

荒井 隆一郎 東京商工会議所港支部 事務局長 

服部 崇 
株式会社ホテルオークラ東京 

営業企画部 部長 

国際交流関係者 

小門 謙 一般財団法人港区国際交流協会 事務局長 

グリャモフ イザティラ 
駐日ウズベキスタン共和国大使館 

観光・広報・文化担当書記官 

港区観光ボランティアガイド 

（区民） 

唐木 ひろ子 港区観光ボランティアの会 

野村 知義 港区観光ボランティアの会 

 

  

７ 港区観光振興ビジョン検討委員会 委員名簿 
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区 分 氏 名 所属等 

委員長 小柳津 明 
産業・地域振興支援部を担任する副区長 

（令和２年７月 31日まで） 

委員長 青木 康平 
産業・地域振興支援部を担任する副区長 

（令和２年８月１日から） 

副委員長 森 信二 産業・地域振興支援部長 

委員 中林 淳一 芝地区総合支所協働推進課長 

委員 瀧澤 真一 麻布地区総合支所協働推進課長 

委員 中島 由美子 赤坂地区総合支所協働推進課長 

委員 鳥居 誠之 高輪地区総合支所協働推進課長 

委員 土井 重典 芝浦港南地区総合支所協働推進課長 

委員 宮本 裕介 
産業・地域振興支援部 

国際化・文化芸術担当課長 

委員 西川 克介 産業・地域振興支援部産業振興課長 

委員 相川 留美子 産業・地域振興支援部観光政策担当課長 

委員 海老原 輔 街づくり支援部地域交通課長 

委員 大澤 鉄也 
企画経営部区長室長 

（令和２年７月 31日まで） 

委員 横尾 恵理子 
企画経営部区長室長 

（令和２年８月１日から） 

 

 

  

８ 港区シティプロモーション推進委員会 委員名簿 
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■ 港区観光振興ビジョン検討委員会 
 

開催日 検討内容 

令和２年７月７日（火） 

・第３次港区観光振興ビジョンの改定の方向性 

・第３次港区観光振興ビジョン前期の進捗状況 

・港区観光動態基礎調査について 

令和２年９月 23 日（水） 
・第３次港区観光振興ビジョンの改定における施策実現の方針 

・第３次港区観光振興ビジョンの改定における事業 

令和２年 10 月 16 日（金） ・第３次港区観光振興ビジョンの改定における具体的取組 

令和２年 11 月 6 日（金） ・第３次港区観光振興ビジョンに改定（素案）について 

令和３年 月 日（ ） 
・区民意見募集（パブリックコメント）結果について 

・前回委員会（素案）から今回委員会（案）までの主な変更点について  

 

 

■ 港区シティプロモーション推進委員会 
 

開催日 検討内容 

令和２年７月７日（火） 

・第３次港区観光振興ビジョンの改定の方向性 

・第３次港区観光振興ビジョン前期の進捗状況 

・港区観光動態基礎調査について 

令和３年 月 日（ ） 
・区民意見募集（パブリックコメント）結果について 

・前回委員会（素案）から今回委員会（案）までの主な変更点について  

 

 

■ 【参考】地区政策担当係長会 
 

開催日 検討内容 

令和２年９月 25 日（金） ・第３次港区観光振興ビジョンの改定における課題、具体的取組など 

 

 

 

 

９ 検討過程 
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港区観光振興ビジョン検討委員会設置要綱 

平成２２年７月２１日 
２２港産産第５３１号 

（設置） 
第１条 次期港区観光振興ビジョンの策定に当たり、その内容について検討するため、港区観光振興ビ
ジョン検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 
（検討事項） 
第２条 委員会は、次に掲げる事項について検討する。 
（１） 港区観光振興ビジョンの検証に関すること。 
（２） 港区観光振興ビジョンの策定に関すること。 
（３） その他委員会が必要と認める事項 
（構成） 
第３条 委員会は、次に掲げる者を委員として構成する。 
（１） 学識経験者 １人 
（２） 観光関係者 ３人 
（３） 商業関係者 ３人 
（４） 国際交流関係者 ２人 
（５） 港区観光ボランティアガイド ２人（港区民とする。） 
（委員の任期） 
第４条 委員の任期は、委員の委嘱の日から当該委嘱の日の属する年度の末日までとする。 
ただし、再任を妨げない。 
２ 委員に欠員が生じた場合における補欠の委員の任期は、前任者に残任期間とする。 
（委員長及び副委員長） 
第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 
２ 委員長は、学識経験者の委員をもって充てる。 
３ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名し、委員長を補佐し、委員長に事故があるときはその職
務を代理する。 
（招集） 
第６条 委員会は、委員長が招集する。 
（意見の聴取） 
第７条 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して委員会への出席を求め、その意
見を聴くことができる。 
（会議の公開） 
第８条 委員会の会議は、原則として公開とする。 
（庶務） 
第９条 委員会の庶務は、産業・地域振興支援部産業振興課において処理する。 
（委任） 
第１０条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 
付 則 
この要綱は、平成２２年７月２１日から施行する。 
付 則 
この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 
付 則 
この要綱は、平成２９年６月１日から施行する。 
付 則 
この要綱は、令和２年６月１日から施行する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０ 港区観光振興ビジョン検討委員会設置要綱 
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港区シティプロモーション推進委員会設置要綱 

平成２７年９月７日 
２７港産観第３８３号 

（設置） 
第１条 シティプロモーションを通じて将来にわたり区民や観光客、企業等に選ばれ続けるまちを目指
し、区の魅力や取組を戦略的かつ効果的に発信することで、国内外における港区への理解や信頼を高め
るとともに、港区への区民の愛着や誇りをより一層高めていくことを目的として、港区シティプロモー
ション戦略（以下「戦略」という。）を推進するため、港区シティプロモーション推進委員会（以下
「委員会」という。）を設置する。 
（所掌事項） 
第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 
（１） 戦略の推進に関すること。 
（２） 港区観光大使に関すること。 
（３） その他戦略に関し必要な事項 
（組織） 
第３条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 
２ 委員長は、産業・地域振興支援部を担任する副区長をもって充て、会務を統括する。 
３ 副委員長は、産業・地域振興支援部長をもって充て、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき
は、その職務を代理する。 
４ 委員は、次に掲げる者で区長が任命する委員をもって構成する。 
（１） 芝地区総合支所協働推進課長 
（２） 麻布地区総合支所協働推進課長 
（３） 赤坂地区総合支所協働推進課長 
（４） 高輪地区総合支所協働推進課長 
（５） 芝浦港南地区総合支所協働推進課長 
（６） 産業・地域振興支援部国際化・文化芸術担当課長 
（７） 産業・地域振興支援部産業振興課長 
（８） 産業・地域振興支援部観光政策担当課長 
（９） 企画経営部区長室長 
５ 委員長は、前項各号に掲げる委員のほかに、必要と認める者を臨時委員として指名することができ
る。 
（運営） 
第４条 委員会は、委員長が招集する。 
２ 委員長は、会議録を作成し、これを保存しなければならない。 
（定足数） 
第５条 委員会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 
２ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。 
（意見聴取） 
第６条 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して委員会への出席を求め、その意
見を聴くことができる。 
（部会） 
第７条 委員長は、戦略の推進のために必要があると認めるときは、部会を置くことができる。 
２ 部会は、部会長及び部会員をもって組織する。 
３ 部会長及び部会員は、委員長が指名する。 
４ 部会の運営について必要な事項は、部会長が定める。  
（庶務） 
第８条 委員会の庶務は、産業・地域振興支援部観光政策担当において処理する。 
（委任） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 
付 則 
この要綱は、平成２７年１０月１日から施行する。 
付 則 
この要綱は、平成２８年８月３１日から施行する。 
付 則 
この要綱は、平成２９年６月１日から施行する。 

1１ 港区シティプロモーション推進委員会設置要綱 
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付 則 
この要綱は、平成３０年１１月１日から施行する。 
付 則 
この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 
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港区平和都市宣言  
 

 かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和 

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ 

とはありません。 

 私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、 

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。 

 このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生 

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。 

 私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること 

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、 

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること 

を宣言します。 

 

  昭和６０年８月１５日 

 

港  区   
 



 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次港区観光振興ビジョン【後期計画】 

令和３（2021）年度～令和５（2023）年度 
 

令和２（2020）年 12 月 

発行：港区 

編集：産業・地域振興支援部 観光政策担当 

     〒105-8511 東京都港区芝公園 1-5-25 電話：03-3578-2111（代表） 

区 の 木 区 の 花 

ハナミズキ アジサイ バラ 

ミズキ科 
北米原産 外来種 

落葉広葉樹 

ユキノシタ科 
日本（関東南部）原産 

落葉広葉樹（1.5～2.0ｍ） 

バラ科 
日本、中国、欧州原産 

常緑落葉低木つる 

港区のマークは、昭和２４年７月３０日に制定しました。旧芝・麻布・赤坂の３区を 

一丸とし、その象徴として港区の頭文字である「み」を力強く、図案化したもので
す。 

港区は、みどりの保全とごみの減量に努めています。 
この「第３次港区観光振興ビジョン」は、古紙を活用 
した再生紙を使用しています。 


